
近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落

│
│
畠
中
村
要
家
を
事
例
と
し
て
│
│

萬

代

悠

は

じ

め

に

本
稿
で
は
、
岸
和
田
藩
領
泉
南
地
域
の
一
村
落
で
あ
る
畠
中
村
を
対
象
に
、
村
落
内
部
の
社
会
構
造
を
検
討
し
、
そ
の
基
礎
構
造
を
確

定
し
た
う
え
で
、
同
村
庄
屋
要
家
の
地
主
経
営
の
動
向
と
そ
の
特
質
を
把
握
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

周
知
の
通
り
、
戦
後
畿
内
村
落
史
研
究
の
主
た
る
成
果
と
し
て
は
、
高
度
な
商
業
的
農
業
の
発
展
と
富
農
経
営
の
展
開
か
ら
畿
内
村
落

の
特
質
を
導
き
出
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
佐
々
木
潤
之
介
氏
の
豪
農
論
以
降
、
そ
の
膨
大
な
研
究
蓄
積
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な

っ
た
⑴
。
し
か
し
、
畿
内
村
落
史
研
究
の
残
し
た
課
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
停
滞
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
⑵
。
具
体
的
な

課
題
と
し
て
、
①
畿
内
村
落
史
研
究
の
主
な
目
的
は
寄
生
地
主
制
や
資
本
制
の
発
展
過
程
を
求
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
、
幕
末
期
の
考

察
が
中
心
で
あ
る
こ
と
、
②
摂
河
泉
が
先
進
地
域
と
し
て
一
括
に
議
論
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
③
村
落
共
同
体
の
解
体
が
前
提
で
あ

る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
⑶
。
こ
の
よ
う
に
畿
内
村
落
史
研
究
の
課
題
は
所
々
存
在
す
る
が
、
一
方
で
学
ぶ
べ
き
点
も
多
く
、
そ
の
批
判

的
継
承
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
、
い
く
つ
か
の
研
究
を
取
り
上
げ
た
い
。

第
一
に
、
山
崎
隆
三
氏
に
よ
る
西
摂
の
地
主
制
研
究
が
あ
る
⑷
。
氏
は
、
摂
津
国
西
昆
陽
村
氏
田
家
を
事
例
に
、
地
主
富
農
経
営
の
諸

二
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経
費
・
純
収
益
を
算
出
す
る
こ
と
で
、
手
作
地
・
小
作
地
規
模
が
労
賃
・
肥
料
代
の
変
動
に
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
を
明
ら
か
に
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
氏
の
議
論
は
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
制
的
発
展
と
地
主
制
的
発
展
の
併
存
や
、
農
民
層
分
解
に
よ
る
富
農
経
営
の
停
滞
等
、

多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
氏
の
分
析
手
法
を
確
認
す
る
に
留
め
た
い
。

第
二
に
、
小
作
料
の
構
造
と
地
主
富
農
経
営
を
検
討
し
た
竹
安
繁
治
氏
の
研
究
が
あ
る
⑸
。
氏
は
、
近
世
の
小
作
料
を
契
約
小
作
料
・

見
立
小
作
料
・
実
納
小
作
料
に
峻
別
す
る
必
要
性
を
提
起
し
た
う
え
で
、
地
主
経
営
に
お
い
て
も
契
約
小
作
料
だ
け
を
把
握
し
て
い
て
は

表
面
的
な
理
解
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
地
主
小
作
関
係
の
な
か
で
存
在
す
る
「
年
々
の
減
免
慣
行
」
を
通
じ
て
、
地
主
・
小

作
人
間
の
力
関
係
を
可
能
な
限
り
明
確
化
し
よ
う
と
し
た
点
が
重
要
で
あ
る
。

第
三
に
、
葉
山
禎
作
氏
の
研
究
を
取
り
上
げ
る
⑹
。
氏
は
、
河
内
国
古
市
郡
誉
田
村
に
お
け
る
農
業
経
営
規
模
と
農
業
生
産
力
の
分
析

か
ら
、
地
主
の
耕
地
配
置
と
作
付
状
況
、
耕
地
条
件
（
綿
稲
輪
換
作
）
の
特
質
を
把
握
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
地
主
が
常
に
適
量
の
綿
作

付
地
を
自
己
経
営
内
に
組
み
込
む
た
め
、
小
作
地
・
手
作
地
の
振
替
を
行
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
零
細

錯
圃
制
」
と
い
う
村
の
特
質
を
丁
寧
に
分
析
し
た
う
え
で
、
地
主
経
営
に
お
け
る
綿
作
付
地
選
定
の
優
位
性
を
見
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
地
字
別
反
収
・
農
業
労
働
力
・
耕
地
条
件
を
精
緻
に
分
析
す
る
手
法
は
今
一
度
顧
み
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
幕
末
期
の
泉
北
村
落
を
対
象
と
し
た
中
村
哲
氏
の
研
究
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
⑺
。
氏
は
、
当
該
地
域
の
特
質
で
あ
る
農
村

加
工
業
・
社
会
的
分
業
の
発
展
と
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
農
民
層
分
解
を
段
階
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
幕
末
期
に
お
け
る
上
層
高
持
の

経
営
転
換
・
無
高
層
の
広
汎
な
形
成
を
指
摘
し
た
。
と
り
わ
け
、
商
品
経
済
・
社
会
的
分
業
の
深
化
の
程
度
か
ら
、
寄
生
地
主
へ
の
転
化

や
脱
農
化
し
た
「
賃
労
働
者
層
」
の
展
開
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
点
が
重
要
だ
が
、
氏
の
研
究
手
法
で
最
も
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
和
泉

国
南
郡
春
木
村
の
研
究
で
あ
る
⑻
。
そ
こ
で
は
、
春
木
村
庄
屋
原
家
の
地
主
富
農
経
営
を
事
例
に
、
①
土
地
所
有
・
経
営
の
変
動
、
②
作

付
構
成
と
収
穫
量
、
③
反
当
小
作
料
と
そ
の
納
入
形
態
、
④
手
作
地
・
小
作
地
の
純
収
益
等
を
丹
念
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
農
業
生
産
力

の
上
昇
に
規
定
さ
れ
た
地
主
富
農
経
営
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
氏
の
分
析
視
角
で
重
要
な
の
は
、
本
畝
・
分
米
高
と

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落
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有
畝
・
宛
米
高
の
差
に
目
配
り
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
固
定
化
さ
れ
た
本
畝
・
分
米
高
と
農
業
生
産
力
の
指
標
で
あ
る
宛
米
高

は
、
土
地
制
度
上
の
名
目
と
実
態
の
乖
離
と
し
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
問
題
を
積
極
的
に
村
落
史
研
究
と
し
て
取
り
入
れ
た

例
は
少
な
い
⑼
。
そ
の
点
、
中
村
氏
は
原
家
所
持
地
の
条
件
を
検
討
し
、
①
享
保
段
階
か
ら
縄
延
び
の
大
き
い
（
年
貢
租
負
担
の
少
な

い
）
田
畑
を
比
較
的
多
く
持
っ
て
い
た
こ
と
、
②
本
畑
を
積
極
的
に
水
田
化
し
た
こ
と
、
③
原
家
は
耕
地
改
良
・
開
発
を
推
進
し
た
が
、

領
主
に
よ
る
実
態
的
把
握
は
進
展
し
な
か
っ
た
こ
と
等
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
成
果
は
、
農
業
生
産
力
の
展
開
に
注
目
し
た
氏
の
研
究

関
心
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
畿
内
の
地
主
経
営
・
村
落
構
造
に
お
い
て
宛
米
高
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
よ
う
に
、
分
米

高
と
宛
米
高
の
問
題
は
決
し
て
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

以
上
、
雑
駁
な
が
ら
畿
内
村
落
史
研
究
を
概
観
し
た
が
、
本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
農
民
層
分
解
の
評
価
や
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
発

展
か
寄
生
地
主
的
発
展
か
と
い
っ
た
諸
問
題
で
は
な
く
、
先
学
の
分
析
手
法
を
今
一
度
顧
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

他
方
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
活
発
に
議
論
さ
れ
る
地
域
社
会
論
に
つ
い
て
は
、
個
々
村
落
の
内
部
構
造
へ
の
関
心
が
後
退
し
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
⑽
。
そ
の
な
か
で
も
山
崎
圭
氏
は
、
近
世
村
落
史
に
お
け
る
村
落
構
造
研
究
の
必
要
性
と
課
題
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る
⑾
。
具
体
的
に
は
、
①
「
階
層
構
成
表
」
を
も
っ
て
村
落
構
造
を
単
純
化
す
る
の
で
は
な
く
、
②
地
縁
や
本
家
分
家
関
係
等
、
百
姓

相
互
の
関
係
に
目
配
り
し
つ
つ
、
③
村
落
内
の
社
会
関
係
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
と
す
る
。
ま
た
、
村
の
基
礎
構
造
分
析
に
目
配
り
し
た

近
世
天
草
の
地
域
社
会
研
究
に
お
い
て
も
、
渡
辺
尚
志
氏
が
課
題
と
し
て
「
小
前
層
の
具
体
的
存
在
形
態
と
再
生
産
構
造
、
お
よ
び
そ
れ

が
地
域
社
会
に
与
え
た
規
定
性
を
明
ら
か
に
す
る
」
作
業
が
必
要
だ
と
述
べ
て
い
る
⑿
。
こ
う
し
た
問
題
関
心
は
、
畿
内
村
落
史
研
究
に

も
適
用
で
き
よ
う
。

こ
れ
ま
で
、
畿
内
村
落
史
の
分
析
手
法
と
近
年
の
問
題
関
心
に
つ
い
て
詳
述
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
以
上
を
踏
ま
え
て
本
稿
の
主
な

課
題
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
村
落
内
に
お
け
る
要
家
の
本
家
分
家
関
係
・
要
家
一
族
の
土
地
占
有
率
・
所
持
地
の
条
件
等
を

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
持
高
の
み
で
は
把
握
で
き
な
い
村
落
構
造
を
社
会
関
係
・
耕
地
配
置
・
耕
地
条
件
か
ら
把
握
す
る
。
こ
れ

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落
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は
、
山
崎
圭
氏
の
課
題
に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
村
落
内
の
社
会
構
造
分
析
が
主
眼
と
な
る
。
第
二
に
、
庄
屋
要
家
に
お
け
る
年
貢
・
小

作
料
未
進
の
立
替
機
能
と
未
進
滞
納
状
況
を
検
討
す
る
。
と
り
わ
け
、
未
進
滞
納
は
地
主
経
営
に
直
接
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
地
主
経
営

の
動
向
を
み
る
う
え
で
は
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。
第
三
に
、
小
作
料
の
減
免
の
実
態
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
近
世
中
後
期
に
お
け
る

減
免
の
性
格
を
把
握
す
る
。
こ
れ
は
第
二
の
課
題
に
も
関
わ
る
こ
と
だ
が
、
竹
安
氏
の
成
果
で
あ
る
実
納
小
作
料
に
則
っ
て
、
実
際
の
収

入
状
況
の
把
握
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
は
、
小
作
人
の
地
主
に
対
す
る
闘
争
の
過
程
の
み
に
減
免
を
位
置
付
け
る
の
で
は

な
く
、
地
主
の
経
営
戦
略
と
し
て
の
減
免
を
考
え
た
い
。

こ
の
よ
う
な
前
提
を
基
に
本
稿
で
は
、
畠
中
村
の
村
落
構
造
と
要
家
の
地
主
経
営
を
多
角
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
研
究
蓄
積
の
少
な

い
岸
和
田
藩
領
村
落
研
究
の
前
進
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
⒀
。
な
お
、
本
稿
で
行
う
考
察
は
、
あ
く
ま
で
地
域
社
会
論
へ
向
け
た
基
礎
的

研
究
で
あ
る
こ
と
を
留
意
し
て
お
き
た
い
。

第
一
章

畠
中
村
の
村
落
構
造

一
、
畠
中
村
の
性
格

畠
中
村
は
、
和
泉
国
日
根
郡
に
属
し
、
近
世
を
通
じ
て
岸
和
田
藩
領
で
あ
る
。
村
の
近
く
に
紀
州
街
道
が
通
る
平
野
部
農
村
で
あ
り
、

周
辺
に
は
畠
中
村
新
町
等
の
在
郷
町
や
願
泉
寺
卜
半
家
領
の
貝
塚
寺
内
町
が
存
在
す
る
。
畠
中
村
の
庄
屋
は
代
々
要
源
太
夫
家
で
あ
り
、

近
世
初
期
よ
り
天
保
期
ま
で
神
前
村
の
庄
屋
を
兼
務
し
て
い
た
⒁
。
な
お
、
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
の
岡
部
氏
入
部
後
に
今
高
と
い

う
水
増
高
が
採
用
さ
れ
て
以
来
、
村
高
は
三
六
〇
石
九
一
一
で
あ
る
⒂
。

ま
ず
、
畠
中
村
の
村
落
構
造
を
考
え
る
う
え
で
基
本
史
料
と
な
る
「
御
年
貢
米
算
用
通
控
帳
」
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
き
た
い
。
同
史

料
は
、「
勘
定
目
録
控
」
と
村
民
の
年
貢
諸
役
等
の
勘
定
・
納
入
記
録
が
合
冊
さ
れ
て
お
り
、
藩
へ
提
出
し
な
い
要
家
の
控
え
記
録
と
し

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落
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て
多
数
残
存
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
高
持
の
年
貢
諸
役
だ
け
で
な
く
小
作
人

の
宛
米
（
年
貢
と
小
作
料
）
納
入
記
録
を
も
網
羅
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
⒃
。
つ
ま
り
、
要
家

は
各
小
作
人
が
誰
に
ど
の
程
度
宛
米
を
納
入
す
る
必
要
が
あ
る
か
を
書
き
上
げ
た
う
え
で
、
そ

の
米
納
・
買
納
量
を
逐
一
確
認
し
て
い
た
。
一
方
、
村
民
に
年
貢
未
進
が
発
生
し
た
場
合
、
そ

の
不
足
分
を
要
家
が
立
替
し
上
納
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
庄
屋
立
替
分
は
未
進
発
生
者
の
借
銀

（
未
進
銀
）
と
し
て
算
出
さ
れ
、
利
息
分
を
沿
え
て
翌
年
中
に
要
家
へ
返
済
す
る
形
と
な
っ
て

い
た
。
さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、
年
貢
だ
け
で
な
く
小
作
料
も
庄
屋
立
替
分
と
し
て
処
理
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
要
家
は
自
身
の
編
成
す
る
小
作
人
の
ほ
か
、
他
の
高
持
と
契
約
関
係
に
あ
る

小
作
人
の
宛
米
滞
納
の
立
替
も
あ
る
程
度
行
っ
て
い
た
。
以
上
か
ら
、
要
家
は
、
畠
中
村
の
高

持
・
小
作
人
の
再
生
産
維
持
を
支
援
し
つ
つ
、
庄
屋
立
替
に
よ
る
利
息
収
入
を
得
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
⒄
。

こ
の
よ
う
な
年
貢
算
用
帳
簿
を
用
い
て
、
畠
中
村
の
階
層
構
造
を
検
討
し
た
も
の
が
表
１
で

あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
①
近
世
を
通
じ
て
要
源
太
夫
家
が
村
高
の
大
半
を
所
持
し
て
い
る
こ

と
、
②
天
明
期
を
境
に
一
〇
石
以
上
の
中
農
層
が
減
少
す
る
こ
と
、
③
代
わ
っ
て
五
石
か
ら
一

石
の
小
農
が
増
加
す
る
こ
と
、
④
小
作
人
は
天
明
期
を
最
盛
期
と
し
て
、
以
降
は
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
等
が
指
摘
で
き
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
一
般
的
な
農
民
層
分
解
と
い
え
る
が
、
他
の

先
進
地
域
と
比
べ
、
一
石
未
満
の
零
細
高
持
や
小
作
人
が
増
加
し
て
い
な
い
点
に
は
留
意
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
年
貢
・
小
作
料
の
未
進
皆
済
日
を
表
し
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

表 1 畠中村の階層構成表
文政 11年

1828

○

●●●
●●◇
○
○

註（1）：各年の「御年貢米算用通控帳」より作成。高持百姓のみ算出しており、「長楽寺」分や「村株」・「伊勢講」分は除外。
帳簿の性格上「御年貢米算用通控帳」に記帳されている小作人のみ算出しており、「無耕作」層は不明。

註（2）：括弧内は他村に居住する高持百姓。なお、高持百姓のみ本家分家関係を以下のように示した。
○印＝要源太夫家、●印＝要家別家または一家中、◇印＝要家譜代の家来。

1
0
1

7（1）
17
16
1

34

文化 8年
1811

○

●●●
●●◇
○
○

1
0
1

7（1）
16
18
1

27

享和元年
1801

○

●●●
●●◇
○
○

1
0
0

8（1）
17（1）

18
3（2）

46

天明 6年
1786

○

●
●●●

○

1
0
4

8（1）
10（1）

11
3（2）

60

天明 2年
1782

○

●●
●●

○

1
0
5

7（1）
10（1）

11
3（2）

71

安永 3年
1774

○

●●
●●

1
0
5

8（1）
9（1）

7
2（1）

68

明和 4年
1767

○

●●
●
●

1
0
5

8（1）
9（1）

6
2（1）

65

宝暦 13年
1763

○
●
●
●
●

1
1
4

9（1）
6
6

2（1）

61

寛保元年
1741

○
●
●
●
●

1
1
4

9（1）
6
6

2（1）

60

享保 18年
1733

○
●
●
●
●

1
1
4

9（1）
6
6

2（1）

57

100石以上
20石～100石
10石～20石
5石～10石
3石～5石
1石～3石
1石未満

小作人

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落

二
九



表 2 畠中村百姓の年貢・小作料未進皆済日
文政 11年

1828

家中

○○
○
●●
●●
◇

●

59.1

文政 11年
1828

（％）

53.0
8.8
8.8

26.5
2.9

100.0

註（1）：各年の「御年貢米算用通控帳」、「御年貢米請払帳」より作成。
註（2）：○印＝要源太夫家、●印＝要家別家または一家中、◇印＝要家譜代の家来。
註（3）：当年中に皆済できない場合、「未進」として庄屋源太夫が立替上納する。その立替分（＋利息分）の返済が翌年に行われる。

なお、翌年中にも皆済できない場合、翌年の「御年貢米算用通控帳」（12月末）に繰り越し計上される。

人数

25

2
0

15
1

人数

18
3
3
9
1

34

文化 8年
1811

家中

○○
○
●●
●●
●◇

56.8

文化 8年
1811

（％）

40.8
3.7

22.2
33.3

100.0

人数

25

1
7

11
0

人数

11
1
6
9
0

27

享和元年
1801

家中

○○
○
●●
●◇

●●

59.6

享和元年
1801

（％）

34.8
15.2
26.1
17.4
6.5

100.0

人数

28

5
2

11
1

人数

16
7

12
8
3

46

天明 6年
1786

家中

○○
●●

●●

35.1

天明 6年
1786

（％）

8.3

5.0
86.7

100.0

人数

13

0
2
4

18

人数

5
0
0
3

52

60

天明 2年
1782

家中

○○
●●
●

●

43.2

天明 2年
1782

（％）

15.5

11.3
38.0
35.2

100.0

人数

16

0
5
7
9

人数

11
0
8

27
25

71

安永 3年
1774

家中

○
●●
●●

53.1

安永 3年
1774

（％）

22.0
8.9

29.4
33.8
5.9

100.0

人数

17

1
7
3
4

人数

15
6

20
23
4

68

明和 4年
1767

家中

○
●●
●●

45.2

明和 4年
1767

（％）

12.3
10.8
36.9
40.0

100.0

人数

14

0
6

10
1

人数

8
7

24
26
0

65

宝暦 13年
1763

家中

○
●●
●

●

58.1

宝暦 13年
1763

（％）

27.9
3.3

24.5
34.4
9.9

100.0

人数

18

1
4
3
3

人数

17
2

15
21
6

61

寛保元年
1741

家中

○
●●

●●

48.3

寛保元年
1741

（％）

18.3
1.7
3.3

65.0
11.7

100.0

人数

14

1
1
5
8

人数

11
1
2

39
7

60

享保 18年
1733

家中

○
●●

●●

34.4

享保 18年
1733

（％）

14.0
1.8

12.3
36.8
35.1

100.0

人数

10

0
2
6

11

人数

8
1
7

21
20

57

高持百姓

当年中皆済

翌年 1～5月皆済
翌年 6～10月皆済
翌年 11～12月皆済
翌年中未皆済

当年中皆済高持（％）

小作人

当年中皆済
翌年 1～5月皆済
翌年 6～10月皆済
翌年 11～12月皆済
翌年中未皆済

表 3 畠中村における未進銀高とその回収率 単位：匁
小作人

未進銀
回収率

30.6％

86.3％

90.0％
99.8％
96.3％
65.8％

4.7％
87.3％

100.0％
90.3％

註（1）：各年の「御年貢米算用通控帳」、「御年貢米請払帳」より作成。数値は史料に準拠しているため、若干の誤差がある。
註（2）：畠中村の未進銀は、本年貢以外に諸役米・支配銀・去年未進分・宛米（小作料＋年貢）等の未納分を含む。これは「御

年貢米算用通控帳」の性格によるものである。
註（3）：括弧内は「他借り」分を示す。また、寛保元年の庄屋立替分の元銀・利息は石高表記されており、銀高を確定できない

ため空欄とした。

翌年回収
銀高

1,192.50

1,975.64

1,966.09
3,615.81
2,314.94
6,072.08

543.56
2,188.18

896.68
1,517.51

庄屋立替分
（A）＋（B）－（C）

3,892.52

2,288.51
（1139.70）

2,183.35
3,622.85
2,403.59
9,233.22

11,659.77
2,506.00

896.29
1,679.94

利戻
し分
（C）

25.62
（25.62）

10.11

利息
銀高
（B）

505.46
（44.19）

192.68
335.46
202.47

1,056.17
1,466.39

224.02
95.37

160.10

当年
未進銀高
（A）

3,412.68
（2870.72）

1,990.67
3,287.39
2,201.12
8,177.05

10,193.38
2,281.98

800.92
1,530.04

高持百姓

未進銀
回収率

14.5％

23.1％

79.4％
95.4％
79.6％
53.8％

8.2％
96.2％

100.0％
87.2％

翌年回収
銀高

364.95

514.87

474.90
1,124.20

684.45
1,973.62

515.87
1,827.92

258.28
3,018.08

庄屋立替分
（A）＋（B）－（C）

2,519.07
（1897.97）

2,228.48
（911.94）

598.41
1,178.44

859.45
3,671.37
6,303.23
1,900.95

258.29
3,462.03

利戻
し分
（C）

6.17
（6.17）

7.85

利息
銀高
（B）

320.59
（276.86）

56.93
111.54

78.09
437.69
768.47
168.95

25.61
391.82

当年
未進銀高
（A）

2,204.65
（1627.28）

541.48
1,066.90

781.74
3,233.68
5,534.76
1,732.00

232.68
3,078.06

年次

享保18年（1733）

寛保元年（1741）

宝暦13年（1763）
明和 4年（1767）
安永 3年（1774）
天明 2年（1782）
天明 6年（1786）
享和元年（1801）
文化 8年（1811）
文政11年（1828）

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落

三
〇



多
く
の
百
姓
が
当
年
中
に
年
貢
・
小
作
料
を
完
納
で
き
ず
、
そ
の

不
足
分
を
庄
屋
立
替
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
般

に
、
庄
屋
立
替
分
の
返
済
は
四
月
か
ら
五
月
に
収
穫
さ
れ
る
裏
作

の
「
麦
代
銀
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
畠
中
村
で
は
圧
倒
的
に

六
月
以
降
の
完
済
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
庄
屋
立
替
分
の
返
済
に

は
、
裏
作
の
収
穫
だ
け
で
な
く
、
相
応
の
諸
稼
ぎ
が
必
要
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
実
際
に
ど
の
程
度
未
進
銀
が
発
生
し
て
い
た
か
を
表
３

か
ら
検
討
す
る
。
こ
の
表
か
ら
、
①
飢
饉
時
を
例
外
と
し
て
、
未

進
銀
の
回
収
率
は
軒
並
み
八
割
を
超
え
て
い
る
こ
と
、
②
宝
暦
期

以
前
は
、
要
家
以
外
か
ら
不
足
分
を
借
銀
す
る
「
他
借
り
」
が
内

在
し
て
お
り
、
要
家
の
経
営
が
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
等
が
分
か

る
。
と
り
わ
け
、
小
作
人
の
未
進
銀
回
収
率
は
九
割
近
く
、
要
家

に
よ
る
利
貸
活
動
は
順
調
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
注

目
さ
れ
る
の
は
、
高
持
よ
り
未
進
銀
の
多
い
小
作
人
の
方
が
回
収

率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
作
人
の
宛
米
納
入
方
法

（
表
４
）
を
概
観
す
る
と
、
①
買
納
と
庄
屋
立
替
分
が
大
半
を
占

め
て
い
る
こ
と
、
②
近
世
後
期
に
か
け
て
庄
屋
立
替
へ
依
存
す
る

一
方
、「
米
入
」（
現
物
納
）
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
等
が

表 4 畠中村小作人の宛米納入方法

納入・返済
に占める
銀使用率
（％）
52.6
44.9
61.3
86.5
75.6
77.4
62.1
59.0
88.9
82.9
57.3
65.4

註（1）：各年の「御年貢米算用通控帳」、「御年貢米請払帳」より作成。数値は史料に準拠している。
註（2）：上記以外の宛米納入方法として、小作人からの宛米、庄屋源太夫からの助力米・用捨米等が

存在する。
註（3）：享保 18年の「他借り」は庄屋要家の立替分（308.22匁）を含むが、この立替分は神前村等

を含んだ数値であるため表に算出していない。また、同年の庄屋立替分は銀高でしか判別で
きないため、当時の米相場（1石につき 46匁）から算出した。

他借り分
（元銀）

（％）

36.2
8.4

（石）

63.521
14.82

庄屋立替分
（元銀）

（％）

6.7
7.7

28.9
20.4
25.7
19.8
38.1
51.4
64.1
33.1
33.4
22.2

（石）

11.7817
13.4279
46.4125
30.602
45.25
39.0189
65.4481

104.5296
207.2473
32.88
14.101
15.569

買米入
（買納）

（％）

9.7
28.8
32.4
66.1
49.9
57.6
24.0
7.6

24.8
49.8
23.9
43.2

（石）

16.9929
50.4821
51.941
99.133
87.6111

113.4666
41.2904
15.5265
80.2729
49.4446
10.0856
30.2745

手形入

（％）

4.5
2.0
3.8
2.5
2.1
1.5

4.0
18.9

（石）

7.2533
3.062
6.6549
5.0
3.6526
3.0

4.0
8.0

米入

（％）

41.0
38.8
29.9
6.3

12.2
11.3
14.5
12.1
2.5
6.0
8.3

10.0

（石）

71.85
68.0
48.0
9.45

21.4
22.25
25.0
24.7
8.0
6.0
3.5
7.0

年次

享保18年（1733）
寛保元年（1741）
宝暦 6年（1756）
宝暦13年（1763）
明和 4年（1767）
安永 3年（1774）
安永 7年（1778）
天明 2年（1782）
天明 6年（1786）
享和元年（1801）
文化 8年（1811）
文政11年（1828）

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落

三
一



分
か
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
納
入
・
返
済
に
占
め
る
銀
使
用
率
で
あ
ろ
う
。
買
納
分
と
立
替
返
済
を
「
銀
使
用
分
」
と
考
え

た
場
合
、
銀
使
用
率
は
最
低
で
も
五
割
、
最
高
で
九
割
近
く
と
高
い
水
準
を
保
っ
て
い
た
。

他
方
、
近
世
中
後
期
に
お
け
る
畠
中
村
・
神
前
村
の
基
幹
産
業
は
、
近
木
櫛
の
生
産
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
要
家
が
藩
へ
提
出
し
た
嘆

願
書
に
は
「
両
村
之
儀
古
来
よ
り
村
中
櫛
挽
を
職
と
仕
、
六
七
軒
ヲ
除
キ
跡
者
不
残
櫛
職
を
渡
世
第
一
之
助
ケ
ニ
仕
」、「
両
村
之
義
者
櫛

職
を
重
ニ
仕
、
却
而
農
業
之
方
ハ
次
ニ
相
成
」
と
、
櫛
稼
ぎ
が
「
少
々
不
作
」
分
を
補
填
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
⒅
。
も
ち
ろ
ん
、

綿
作
も
重
要
な
再
生
産
手
段
の
一
つ
だ
が
、
両
村
の
耕
地
条
件
は
「
も
み
皮
厚
ク
吹
切
り
不
申
」、「
床
土
地
味
土
と
も
薄
く
地
性
不
宜

候
」
と
、
良
質
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
史
料
に
は
「
以
前
�
高
持
人
無
数
候
故
、
前
々
�
無
高
人
へ
も
池
川
普
請
人
足
高

持
同
前
ニ
夫
日
役
相
勤
申
候
」
と
あ
り
、
表
１
の
小
作
人
減
少
と
相
ま
っ
て
、
天
明
期
以
降
農
業
労
働
力
不
足
が
問
題
化
し
て
い
た
。

以
上
か
ら
、
畠
中
村
は
非
常
に
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
た
村
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
畠
中
村
は
、
農
業
を
根
幹
に
据
え
つ

つ
も
、
多
様
な
諸
稼
ぎ
を
兼
ね
る
「
職
人
勝
之
村
」
で
あ
っ
た
⒆
。

二
、
要
家
の
本
家
分
家
関
係

本
節
で
は
、
畠
中
村
に
お
け
る
要
家
の
本
家
分
家
関
係
を
考
察
し
た
い
。
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）、
一
族
の
要
新
平
が
大
坂
天
満

の
金
谷
清
右
衛
門
へ
養
子
へ
入
る
際
、
一
家
中
と
「
家
来
」
へ
引
き
出
物
が
贈
ら
れ
た
（
表
５
）。
そ
の
面
々
を
み
る
と
、
要
家
は
近
隣

の
庄
屋
だ
け
で
な
く
、
大
坂
・
堺
商
人
と
も
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
り
わ
け
、
別
家
の
善
六
は
金
目
姓
を
名
乗
る

（
善
六
弟
）

こ
と
を
許
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
要
家
当
主
九
兵
衛
に
は
「
善
六
・
清
兵
衛
へ
申
入
候
、
両
人
共
家
業
精
ニ
入
立
身
可
被
致
と
存
候
、
外

ノ
一
家
中
と
ハ
又
格
別
各
身
躰
宜
敷
相
成
候
」
と
評
さ
れ
る
ほ
か
、「
要
之
家
弐
百
石
も
家
徳
出
来
候
様
ニ
御
世
話
頼
入
候
」
と
大
き
な

信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
⒇
。
こ
の
善
六
の
倅
三
九
郎
は
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
「
大
坂
阿
波
座
阿
波
町
泉
屋
ゆ
き
方
江

養
子
」
に
入
り
21
、「
和
泉
屋
三
九
郎
」
と
し
て
「
大
坂
出
店
ニ
而
塩
商
売
」
を
行
っ
て
い
た
22
。
こ
の
よ
う
に
、
金
目
善
六
家
が
本
家
の

近
世
中
後
期
和
泉
に
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け
る
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主
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表 5 要家の本家分家関係と縁戚（抜粋）

備考

10代目源太夫／「諦誉宗入往生覚書」（1736）
庄屋要九兵衛母（1744年確認）／10代目源太夫妻
12代目源太夫（1721−1802）
11代目源太夫次男
11代目源太夫三男
11代目源太夫四男
別家筋（金目姓）／倅三九郎／源太夫内高之者／
畠中村高持百姓
善六母（1739年確認）
善六弟（善六弟兵蔵事）
堺宿屋町高三五郎兵衛
大坂順慶町平野屋茂兵衛
大坂道修町三丁目小西太兵衛カ
木積村庄屋
畠中村新町沢屋作兵衛
加治村庄屋
源太夫内高之者
畠中村高持百姓
源太夫内高之者
源太夫内高之者
源太夫内高之者
畠中村高持百姓
畠中村年寄
神前村年寄
畠中村小作人

備考

源太夫譜代之者

源太夫譜代之者

11代目源太夫（1760没）／
庄屋要九兵衛（−1747）／隠居（−1760）

註：享保 18年「覚（一家并家来共）」（ね H−36−34）より作成。

一家共

宗入
寿光
源太夫
左源
辰五郎
留四郎
善六

祐月
兵蔵
高三五郎兵衛
平野屋茂兵衛
小西半兵衛
南川勘兵衛
沢屋作兵衛
山中次右衛門
権之丞
次五右衛門
善兵衛
権平
伊兵衛
源次郎
年寄重右衛門
年寄喜左衛門
歩行甚六

家来

上ニ而召使下女弐人
下女四人
下男六人
別家家来幾右衛門
別家家来権助
別家家来六兵衛
別家家来彦左衛門

九兵衛

贈答品

三本入扇子一箱／菓子一箱
真綿百目
鰹節一連／三本入扇子一箱
帯一筋
帯一筋
帯一筋
三本入扇子一箱／杉原紙一束

延紙三束
煙草入一
三本入扇子一箱／延紙五束
三本入扇子一箱／延紙五束
三本入扇子一箱／延紙五束
三本入扇子一箱／延紙三束
三本入扇子一箱／延紙三束
三本入扇子一箱／延紙三束
半紙一束
半紙一束
半紙一束
半紙一束
半紙一束
半紙一束
半紙一束
半紙一束
半紙一束

贈答品

丁銀一両／延紙一束ずつ
銀三匁ずつ
銀三匁ずつ
丁銀一両
丁銀一両
丁銀一両
丁銀一両

差出人

近
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経
営
を
補
完
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
金
目
善
六
家
は
、

村
内
に
難
渋
人
が
発
生
し
た
場
合
、
頻
繁
に
「
合
力
米
」
や
「
施
米
」
を
行
っ
て
い

た
23
。
特
に
倅
三
九
郎
は
そ
の
功
績
に
よ
り
藩
か
ら
褒
賞
を
受
け
て
お
り
24
、
彼
ら
が
村

民
の
再
生
産
構
造
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

一
方
、
他
の
一
家
中
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
25
。
表
１
か
ら
要
家
一
族
を
抜
き
出
し
た
も

の
が
表
６
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
石
余
を
所
持
す
る
要
源
太
夫
を
頂
点
と
し

て
、
要
家
一
族
が
村
高
の
六
割
を
占
有
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
な
か
で
も
注
目

し
た
い
の
は
、
次
五
右
衛
門
の
存
在
で
あ
る
。
宝
暦
期
に
お
い
て
、
次
五
右
衛
門
は
要
源

太
夫
に
次
ぐ
持
高
二
一
石
余
で
あ
っ
た
が
、
文
政
期
に
は
持
高
七
石
余
に
ま
で
減
少
し
て

い
る
。
そ
の
原
因
は
「
所
持
高
多
、
其
上
御
未
進
米
ニ
差
詰
り
相
続
難
仕
」
状
況
に
あ

り
、
大
坂
へ
進
出
し
た
別
家
善
六
家
と
は
違
う
様
相
を
み
せ
て
い
た
26
。
し
か
し
、
次
五

右
衛
門
が
持
高
を
減
少
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
要
家
一
族
の
占
有
率
は
六
割
を
維
持

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
要
家
は
倅
三
郎
次
郎
（
三
郎
治
）
や
一
家
中
の
伊
兵
衛
、「
家
来
」

の
幾
右
衛
門
を
高
持
に
取
り
立
て
る
こ
と
で
、
一
定
の
村
内
占
有
率
を
維
持
し
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
27
。

次
に
、
本
稿
の
問
題
関
心
に
則
っ
て
、
畠
中
村
高
持
の
所
持
地
の
条
件
を
把
握
し
た

い
。
幸
い
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
「
小
前
田
畑
畝
高
宛
米
仕
分
勘
定
帳
」
に
は
、

宛
米
一
石
当
た
り
の
古
高
と
、
所
持
宛
米
高
か
ら
当
年
の
年
貢
諸
役
等
を
差
し
引
い
た
徳

米
分
（
地
主
取
り
分
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
、
分
米
高
が
低
い
と
い
う
こ
と
は

表 6 畠中村における要家一族の占有率
文政 11年（1828）

持高

187.0954
8.5223
7.3985
6.3153
4.3977
3.725
3.056
1.6247
0.791

213.7292
59.2％

註（1）：各年の「御年貢米算用通控帳」より作成。畠中村の村高は通年で 360.911石。
註（2）：○印＝要源太夫家、●印＝要家別家または一家中、◇印＝要家譜代の家来。

高持百姓

源太夫○
源助●
次五右衛門●
重右衛門●
善六●
伊兵衛●
幾右衛門◇
三郎治○
源太夫○

享和元年（1801）

持高

187.1362
9.6669
7.4285
6.3153
4.3977
3.705
3.056
1.6687
0.791

214.9446
59.6％

高持百姓

源太夫○
源助●
次五右衛門●
重右衛門●
善六●
伊兵衛●
幾右衛門◇
三郎治○
源太夫○

天明 6年（1786）

持高

187.0954
10.1162

9.6669
6.5526
6.1204
1.6687

219.5515
60.8％

高持百姓

源太夫○
次五右衛門●
源次郎●
重右衛門●
三九郎●
三郎次郎○

安永 3年（1774）

持高

187.0957
15.8017
10.3621

6.5526
6.0627

225.8748
62.6％

高持百姓

源太夫○
次五右衛門●
源次郎●
重右衛門●
三九郎●

明和 4年（1767）

持高

187.0957
17.5244
10.3621

6.5526
4.34

225.8748
62.6％

高持百姓

源太夫○
次五右衛門●
源次郎●
重右衛門●
善六●

宝暦 13年（1763）

持高

187.0957
21.1544
10.3621

6.5525
4.34

229.5047
63.6％

高持百姓

源太夫○
次五右衛門●
源次郎●
重右衛門●
善六●

小計
村内占有率
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表 7 天明 6年における畠中村高持の所持宛米高と徳米

持高
（今高）

187.0954
13.1187
12.4685
12.2924
10.1162
9.6669
8.2415
8.0884
6.9083
6.6738
6.5526
6.1204
5.9963
4.5766
4.3829
4.3729
3.681
3.63
3.4526
3.3851
3.2207
3.0999
3.056
2.99
2.8344
2.8342
2.621
2.621
2.38
2.1793
1.9306
1.854
1.6687
1.3909
0.791
0.791
0.336

註（1）：天明 6年「小前田畑畝高宛米仕分勘定帳」、同「畠中村神前村田畑株々字宛米覚」、同「御年
貢米算用通控帳」より作成（と−241、と−242、し−181）。空欄は記載無し。

註（2）：○印＝要源太夫家、●印＝要家別家または一家中。
註（3）：（神）＝神前村、（海）＝海塚村、（貝）＝貝塚寺内町に居住する高持百姓。
註（4）：源太夫の徳米は神前村と要源太夫家（三郎次郎）を含む。なお、総宛米高は分からないが、

史料には「古高ハ宛米石ニ付四斗六升五合壱勺ニ当ル」とある。

持高（今高）
の多い順

源太夫○
新兵衛
宇兵衛
長左衛門
次五右衛門●
源次郎●
紋右衛門
小左衛門
甚左衛門
勘左衛門
重右衛門●
三九郎●
（海）西右衛門
徳右衛門
七右衛門
治左衛門
平左衛門
（神）文治郎
藤兵衛
助右衛門
甚七
市郎左衛門
孫右衛門
治右衛門
弥左衛門
治兵衛
次郎兵衛
九左衛門
吉左衛門
伊左衛門
長八
惣右衛門
三郎次郎○
若右衛門
左近兵衛
（貝）太兵衛
（神）仲右衛門

宛米 1石
当たりの古高

0.4651
0.3415
0.3599
0.4247
0.5498
0.3490
0.5319
0.5057
0.6145
0.3293
0.4255
0.5454
0.6233
0.5523
0.6439
0.4688
0.5887
0.6254
0.5556
0.2175
0.4096
0.5955
0.6003
0.6799
0.6913
0.6873
0.7213
0.6302
0.7833
0.8284
0.9800

徳米
（地主取り分）

87.5424
6.4821
5.432
4.736
3.0695
2.547
2.3239
1.8952
1.8582
1.832
1.1703
0.9535
0.9358
0.8086
0.7046
0.6821
0.6104
0.554
0.5312
0.5012
0.3159
0.2602
0.2034
0.2023
0.16
0.1355
0.0195

−0.0729
−0.1396
−0.3929
−0.7116

持高
（古高）

5.155
4.244
6.0648
8.085
1.9353
5.236
4.321
7.955
2.339
1.2
2.086
4.4584
2.8337
2.3826
0.9
1.978
2.805
1.25
0.2175
0.512
2.007
5.334
8.492
2.235
1.695
1.695
1.544
1.41
1.864
2.45

宛米高

15.097
11.7908
14.2812
14.706

5.545
9.844
8.545

12.946
7.103
2.82
3.825
7.1525
5.131
3.7
1.92
3.36
4.485
2.25
1
1.25
3.37
8.886

12.4907
3.233
2.466
2.35
2.45
1.8
2.25
2.5

3.83
5.5

10.4

徳米高の多い順

源太夫○
源次郎●
重右衛門●
次五右衛門●
宇兵衛
治右衛門
小左衛門
勘左衛門
長左衛門
徳右衛門
惣右衛門
甚七
甚左衛門
治左衛門
平左衛門
若右衛門
孫右衛門
七右衛門
長八
（神）仲右衛門
左近兵衛
市郎左衛門
紋右衛門
新兵衛
藤兵衛
次郎兵衛
九左衛門
吉左衛門
伊左衛門
弥左衛門
治兵衛
三九郎●
（貝）太兵衛
助右衛門
（神）文治郎
（海）西右衛門
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年
貢
負
担
が
少
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
分
米
高
と
宛
米
高
の
差
が
大
き
け
れ
ば
徳
米
分
が
多
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
水
増
前
の
古
高
が
適

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
所
持
地
の
宛
米
一
石
当
た
り
の
古
高
が
低
く
徳
米
の
多
い
高
持
は
、
良
質
な
土

地
を
多
く
所
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
28
。
そ
こ
で
、
徳
米
順
に
列
挙
し
た
も
の
が
表
７
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
多
少
例
外
は
あ
る

も
の
の
、
徳
米
順
に
お
い
て
は
要
家
一
族
が
上
位
を
独
占
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
宛
米
一
石
当
た
り
の
古
高
を
み
て
も
、
持
高
の
大

小
を
勘
案
す
れ
ば
、
比
較
的
低
い
部
類
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
要
家
一
族
は
条
件
の
良
い
土
地
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に

比
べ
、
一
族
で
は
な
い
新
兵
衛
は
持
高
第
二
位
で
あ
る
の
に
対
し
、
徳
米
順
で
は
下
位
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、「
階
層

構
成
表
」
だ
け
で
高
持
の
優
劣
を
計
れ
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
よ
う
。
以
上
、
要
家
一
族
の
存
在
形
態
を
検
討
し
た
こ
と
で
、
①

村
高
の
高
い
占
有
率
、
②
縄
延
び
の
大
き
い
、
条
件
の
良
い
土
地
の
占
有
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

三
、
要
家
の
所
持
地
と
経
営

前
節
で
は
、
畠
中
村
を
考
え
る
う
え
で
要
家
一
族
の
存
在
は
軽
視
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
本
節
で
は
要
家
の
土
地
所
持

状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
に
お
け
る
要
家
の
所
持
高
を
み
る
と
（
表
８
）、
要
家
は
自
身
が
庄
屋
を
勤
め
る
神
前
村
を
除
い
て
、
そ

れ
ほ
ど
村
外
の
土
地
を
所
持
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
畠
中
村
に
お
け
る
所
持
地
の
変
動
が
少
な
い
こ
と
も
勘
案
す
る
と
（
表

６
）、
当
該
時
期
の
要
家
は
土
地
集
積
に
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
土
地
集
積
を
積
極
的
に
行
い
、
経

済
的
・
政
治
的
に
台
頭
し
て
く
る
他
地
域
の
地
主
と
は
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

他
方
、
所
持
地
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
内
高
」
と
「
分
ケ
高
」
で
あ
ろ
う
。「
内
高
」
と
は
、
名
義
上
は
要
家
の
所
持
地
だ
が
、
一
家

中
が
「
所
持
」
す
る
土
地
で
あ
る
。
岸
和
田
藩
の
平
百
姓
は
諸
役
と
し
て
「
三
歩
役
米
」（
一
石
に
付
き
三
升
）
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
庄
屋
は
「
一
歩
役
米
」（
一
石
に
付
き
一
升
）
と
し
て
一
定
の
免
除
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
名
義
上
庄
屋
要
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家
の
土
地
で
あ
る
「
内
高
」
は
「
一
歩
役
米
」
が
課
さ

れ
る
た
め
、
一
家
中
は
そ
の
特
権
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
彼
ら
は
高
持
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
自
身
の
所
持

地
に
加
え
て
「
内
高
」
分
を
「
所
持
」
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
、
一
家
中
は
要
家
一
族
と
し
て
一
定
の
優
遇

が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
分
ケ
高
」

と
は
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
要
家
が
手
余
り
地

の
解
消
を
目
的
に
、
数
名
の
畠
中
村
小
作
人
を
「
分
ケ

高
」
高
持
へ
取
り
立
て
、
配
分
し
た
土
地
で
あ
る
29
。

と
こ
ろ
で
、
所
持
地
の
耕
地
配
置
に
つ
い
て
も
若
干

表 8 文政 11年（1828）における要家の所持高

備考
宛米高は「入込地」分を除く

要源太夫居屋敷（1828坪 8合 6勺）
宛米高は要源太夫居屋敷分を除く
「要源太夫所持高之内、内高之者」
享和 2年（1802）「分ケ高」高持分

分米は「新田畑樹木畑共源太夫分」よ
り引用

宛米高と有畝は神前村田地のみ算出
畠中村幾右衛門株
樹木畑を含む
分米は畠中村分

山林を含む

註（1）：文政 11年「田畑宛米帳」、同「田畑屋敷坪数帳」、同「名寄帳」、同「御年貢米算用通控帳」
（み I−28、み J−36、み 0−48、し−224）より作成。空欄は記載無し。

註（2）：年貢算用帳簿の要源太夫所持高は 187.0954石（川成引高を差し引くと 182.3434石）だが、
「名寄帳」の数値に準拠した。「入込地」分は、分米高 2.2165石である。

有畝
19898坪 4合 9勺
2611坪 7合 5勺
6225坪 7合 7勺

8154坪 5合 2勺

323坪 3合 2勺
293坪 1合 3勺
337坪 7合
618坪 3合 1勺
170坪 1合 2勺
（3671坪8合3勺）
884坪 48合

宛米高
133.24
10.576
23.8033

52.035

1.50
1.85
2.40
4.35
1.00
（25.75）

3.5353

9.85

分米（今高）
93.7399
4.7435

11.8981

25.6535
46.3077

182.3427

23.418

25.5954

3.867
（2.51）
2.523

田地
畑地
屋敷地

内高
分ケ高

源太夫所持高

村内新田畑

小瀬村地
石才村地
海塚村地
脇浜村地
加治村地
神前村地
神前村より買地
地蔵堂村新田畑
大池新田畑
七山村新田畑
三松村新田畑

畠
中
村
分

他
村
分

表 9 水掛り別所持地（要源太夫家）

畠中村

全筆数

27
36
23
54
35
25
65
66
38

註：文化 8年「宛米坪数帳」1番～5番よ
り作成。
（ま A 3−2、ま A 3−3、ま A 3−9、ま
A 3−25、ま A 3−26）

要家所持地

（％）

11.1
11.1

100.0
85.2
25.7
20.0
43.1
10.6
7.9

筆数

3
4

23
46
9
5

28
7
3

使用引水樋

壱ノ戸
今池うて樋
今池大樋
今池北樋
梅ノ坪
菰池うて樋
菰池大樋
菰池大樋南
菰池新樋
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附
言
し
て
お
き
た
い
。
表
９
は
、
要
家
所
持
地
の
一
筆
一
筆
が
ど
の
樋
か
ら
引
水
さ
れ
て
い
る
の
か
（
水
掛
り
地
）
を
一
覧
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
圧
倒
的
に
「
今
池
大
樋
」
と
「
今
池
北
樋
」
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
樋
の
場
所
を
明
確
に
示
し
た

史
料
は
残
存
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
良
し
悪
し
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
要
家
が
特
定
の
水
掛
り
地
を
占
有
し
て
い
る

状
況
は
、
要
家
が
あ
る
程
度
所
持
地
の
選
定
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
他
方
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
段

階
で
、
要
家
は
畠
中
村
の
屋
敷
地
八
四
筆
の
う
ち
三
一
筆
を
所
持
し
て
お
り
、
貸
し
与
え
て
い
る
村
民
か
ら
小
作
地
と
し
て
宛
米
を
徴
収

し
て
い
た
30
。
さ
ら
に
要
家
は
畠
中
村
新
町
に
も
屋
敷
地
九
筆
を
所
持
し
、
借
屋
層
か
ら
家
賃
を
得
て
い
た
31
。

以
上
、
本
章
で
は
畠
中
村
の
村
落
構
造
と
要
家
一
族
の
存
在
形
態
を
把
握
し
た
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
要
家
の
地
主
経
営
に
言
及
し
た

い
。
要
家
の
経
営
は
、
①
土
地
集
積
期
（
宝
永
期
以
前
）、
②
地
主
経
営
成
長
・
安
定
期
（
正
徳
期
か
ら
文
政
期
）、
③
豪
農
成
長
期
（
天

保
期
以
降
）
に
大
別
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
②
期
を
検
討
す
る
32
。

第
二
章

要
家
の
地
主
経
営

一
、
小
作
地
・
手
作
地
の
転
換

本
節
で
は
、
要
家
の
小
作
・
手
作
経
営
の
動
向
を
把
握
し
た
い
。
そ
れ
を
知
り
得
る
史
料
と
し
て
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
嘆
願

書
を
取
り
上
げ
る
33
。

①

御
高
百
八
拾
弐
石
三
斗
四
升
四
合
弐
勺
数
十
年
来
私
所
持
仕
、
御
蔭
ヲ
以
御
田
地
相
続
仕
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
然
ル
所
十
七
八
ヶ

年
以
前
迄
ハ
手
作
と
申
候
而
ハ
、
漸
弐
町
余
り
な
ら
て
者
手
作
不
仕
、
其
余
ハ
宛
作
仕
少
々
之
作
間
も
有
之
、
宛
米
抔
も
相
応
ニ
相

②

納
メ
候
ニ
付
、
御
田
地
相
続
仕
来
り
候
、
然
ル
ニ
天
明
時
分
�
此
方
宛
米
不
宛
り
相
成
り
、
稀
ニ
宛
候
而
も
下
作
人
共
一
向
御
年
貢

③

④

⑤

不
埒
仕
候
故
、
不
得
止
事
近
年
者
六
七
町
も
手
作
仕
候
様
ニ
成
行
、
御
田
地
修
理
等
行
不
届
欠
荒
ニ
相
成
候
ニ
付
、
無
是
非
高
給
之
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男
女
召
抱
以
前
�
�
と
ハ
失
墜
過
半
相
増
、
其
上
食
事
等
も
麁

飯
給
不
申
様
相
成
り
、
猶
又
近
年
ハ
不
熟
旁
作
間
迚
ハ
当
時
一

向
無
御
座
、
年
々
追
詰
り
甚
難
渋
仕
、
千
万
歎
ヶ
敷
罷
居
候

右
の
史
料
か
ら
要
家
の
地
主
経
営
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
明
期
以
前
は
、
手
作
地
が
少
な
く
小
作

地
か
ら
の
宛
米
で
経
営
を
行
え
て
い
た
が
（
①
）、
天
明
期
以
降
、

小
作
人
に
よ
る
宛
米
（
ま
た
は
年
貢
分
）
の
不
納
が
問
題
化
し

（
②
）、
小
作
人
を
確
保
で
き
て
も
「
御
年
貢
不
埒
」
が
横
行
す
る
状

況
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
小
作
人
増
長
の
た
め
に
、
要
家
は
手
作

地
を
増
加
さ
せ
た
が
（
③
）、
人
手
不
足
で
「
御
田
地
修
理
等
」
が

行
き
届
か
な
く
な
る
（
④
）。
そ
こ
で
要
家
は
、
仕
方
な
く
高
給
な

農
業
奉
公
人
を
雇
う
も
の
の
、
麁
飯
を
拒
否
す
る
よ
う
な
高
慢
な
奉

公
人
に
よ
っ
て
、
要
家
の
経
営
は
益
々
悪
化
し
て
い
っ
た
（
⑤
）。

こ
の
よ
う
に
要
家
の
経
営
戦
略
は
、
小
作
人
確
保
の
人
的
問
題

と
、
労
賃
・
肥
料
代
高
騰
と
い
っ
た
経
済
的
問
題
に
規
定
さ
れ
て
い

た
34
。
そ
こ
で
、
要
家
が
実
際
に
ど
の
程
度
手
作
地
・
小
作
地
を
転

換
し
て
い
た
の
か
を
示
し
た
も
の
が
図
１
で
あ
る
35
。
こ
の
表
か

ら
、
①
小
作
地
と
手
作
地
は
お
よ
そ
反
比
例
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る

こ
と
、
②
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
「
分
ケ
高
」
高
持
取
り
立
て

図 1 要家の小作・手作宛米高の変遷
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表 10 要家の地主小作経営における小作人居住地
単位：宛米高（人数）

小作宛米高の内訳（小作人居住地別）

他村

鳥羽村

福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村、石才村
福田村、石才村
福田村、石才村
福田村、石才村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村
福田村、嶋村

註（1）：各年の「田畑宛米帳」より作成。村外新田畑の宛米高は算出していない。
註（2）：括弧内は要家と小作契約関係にある小作人数を示す。

要家の小作人（畠中村）が【表 1】の小作人より多いのは、高持百姓も要家の小作をしているからで
ある。

註（3）：町方とは、畠中村新町・脇浜村新町・海塚村新町（海塚村）・貝塚寺内町を示す。

2.4（1）

1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
3.5（2）
3.5（2）
3.5（2）
3.5（2）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（1）
1.5（2）
1.5（2）
1.5（2）
1.5（2）
1.5（2）
1.5（2）

6.33（3）

畠中村

79.3168（47）
86.8288（47）

112.392（55）
114.49 （55）
109.044（54）
123.064（55）
130.684（60）
130.839（63）
116.987（64）
118.422（65）
125.13 （59）
103.49 （58）
123.343（70）
132.674（70）
146.117（64）
132.546（67）
144.49 （66）
174.163（68）
166.879（64）
159.583（63）
144.601（70）
114.308（62）
110.983（66）
89.6476（64）
85.1896（58）
96.6956（64）
95.7036（64）
74.7988（69）
72.206（62）
77.2416（63）
77.2616（58）

102.736（58）
101.353（53）
109.211（57）
112.813（62）
115.283（61）
108.496（62）
109.947（64）
115.872（64）
130.162（65）
111.736（66）

神前村

12.210（10）
25.670 （9）
27.170（11）
33.162（13）
24.012（11）
22.062（10）
11.812（11）
22.112（12）
12.118（12）
18.452（14）
21.362（15）
9.462（10）

24.152（15）
20.9091（15）
21.142（13）
23.592（14）
21.088（13）
33.138（17）
35.838（17）
27.638（14）
32.242（21）
17.292（12）
12.922（10）
8.122（10）

21.827（12）
30.912（12）
29.722（13）
30.392（18）
37.462（21）
31.842（22）
26.932（21）
47.532（21）
46.662（20）
36.172（22）
30.812（21）
38.312（21）
47.3122（21）
40.1159（20）
40.1159（20）
60.1659（24）
52.672（21）

加治村

38.7698（20）
27.9998（18）
32.1304（18）
29.7753（16）
28.4763（17）
28.7037（15）
24.9137（15）
24.0437（13）
21.6029（12）
25.1379（14）
26.455（13）
23.8139（12）
20.3139（11）
22.6215（13）
19.1689（13）
13.5827（9）
15.2779（10）
20.0539（11）
17.6539（10）
17.6539（11）
8.3499（8）
6.6499（8）
7.4499（9）
6.6499（7）

11.8499（9）
11.7999（9）
16.4999（10）
6.6499（7）
6.5299（6）
6.5299（6）
6.5299（6）
6.5299（6）
6.7999（7）
6.8399（8）
9.2399（9）
9.2399（10）
8.1369（8）
8.0969（8）
8.1699（8）
8.1699（8）
7.5099（8）

脇浜村

3.7 （4）
4.7 （4）
6.2 （4）
6.4 （4）

29.85（11）
29.25（9）
12.75（7）
9.85（6）

14.3 （8）
27.9（12）
33.85（13）
23.45（8）
19.05（9）
18.15（8）
21.54（8）
22.0（10）
25.0（11）
32.05（16）
29.35（16）
30.15（15）
40.0（13）
33.5（12）
36.3（12）
32.5（12）
39.9（16）
36.5（14）
40.55（16）
29.95（15）
29.3（13）
34.5（11）
32.1（11）
29.8（10）
29.8（10）
36.25（13）
33.9（12）
27.55（12）
18.25（8）
19.1 （9）
19.15（9）
22.15（9）
25.8 （9）

町方

40.6121（33）
52.9051（33）
71.4151（32）
60.3151（30）
41.2151（29）
35.9951（30）
64.2651（39）
48.2151（35）
36.3651（29）
41.1651（33）
40.8451（32）
61.2331（38）
60.4951（39）
59.0451（37）
49.9451（37）
47.5901（33）
38.5151（29）
30.4821（25）
28.9121（24）
26.3721（25）
26.8221（25）
29.7821（27）
29.3421（24）
26.3421（24）
23.9421（24）
30.9321（28）
32.0481（26）
19.8381（23）
19.2217（21）
18.2217（20）
19.7217（21）
17.3217（20）
17.3217（17）
14.4217（17）
16.5717（20）
15.5217（18）
13.8717（17）
15.1217（17）
15.1217（16）
16.3717（17）
13.7983（20）

年次

正徳 2年（1712）
享保 8年（1723）
享保13年（1728）
享保18年（1733）
元文 4年（1739）
寛保元年（1741）
延享 3年（1746）
宝暦元年（1751）
宝暦 5年（1755）
宝暦 6年（1756）
宝暦10年（1760）
宝暦13年（1763）
明和 3年（1766）
明和 4年（1767）
明和 8年（1771）
安永 3年（1774）
安永 7年（1778）
天明 2年（1782）
天明 5年（1785）
天明 6年（1786）
寛政 2年（1790）
寛政 6年（1794）
寛政 7年（1795）
寛政 8年（1796）
寛政 9年（1797）
寛政10年（1798）
寛政12年（1800）
享和 3年（1803）
文化元年（1804）
文化 4年（1807）
文化 5年（1808）
文化 6年（1809）
文化 8年（1811）
文化12年（1815）
文政元年（1818）
文政 4年（1821）
文政 6年（1823）
文政 7年（1824）
文政 8年（1825）
文政11年（1828）
天保 3年（1832）
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の
際
、
小
作
宛
米
高
は
約
五
〇
石
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
③
小
作
経
営
規
模
は
天
明
期
を
最
盛
期
と
す
る
一
方
、
寛
政
期
に
か
け
て
減
少

傾
向
に
あ
る
こ
と
、
④
反
対
に
手
作
経
営
は
寛
政
期
が
最
大
規
模
で
あ
る
こ
と
、
⑤
文
化
後
期
か
ら
文
政
期
は
比
較
的
変
動
が
少
な
い
こ

と
等
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
偏
に
要
家
の
土
地
集
積
が
少
な
い
こ
と
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
幕
末
期
へ
の
成
長
過
程

と
し
て
単
線
的
に
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
小
作
地
・
手
作
地
転
換
の
要
因
を
、
一
八
世
紀
中

期
を
起
点
と
す
る
農
民
層
分
解
の
進
展
等
の
一
般
的
契
機
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
井
林
太
郎
・
八
木
哲
浩
各
氏
が
、
上
層
農
民

に
お
け
る
手
作
・
小
作
経
営
の
併
存
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
併
存
・
割
合
の
規
定
性
を
よ
り
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
36
。
そ
こ
で
、

そ
の
手
掛
か
り
と
し
て
小
作
人
の
居
住
地
を
把
握
し
た
い
。

要
家
が
編
成
す
る
小
作
人
の
居
住
地
を
年
次
別
に
集
計
し
た

も
の
が
表
１０
で
あ
る
37
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
町
方
・

加
治
村
の
小
作
人
減
少
が
著
し
い
こ
と
で
あ
る
。
脇
浜
村
も
最

盛
期
に
比
べ
れ
ば
減
少
傾
向
に
あ
ろ
う
。
ま
た
、
小
作
人
と
小

作
規
模
を
勘
案
す
る
と
、
町
方
・
加
治
村
は
減
少
傾
向
に
合
わ

せ
て
あ
る
程
度
固
定
化
し
て
い
る
。
一
方
、
畠
中
村
の
小
作
規

模
は
変
動
が
激
し
く
、
神
前
村
の
小
作
人
と
小
作
規
模
は
増
加

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
相
の
原
因
と
し
て
未
進
滞
納
状
況
が

あ
る
。
宛
米
未
進
が
発
生
す
る
と
要
家
が
立
て
替
え
る
形
に
な

る
が
、
翌
年
に
な
っ
て
も
完
済
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
未
進
分

は
「
古
未
進
」
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
古
未
進
」

が
増
加
す
る
ほ
ど
、
未
進
滞
納
額
が
大
き
い
こ
と
に
な
る
。
図

図 2 「古未進」滞納額
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２
を
み
る
と
、
圧
倒
的
に
町
方
の
小
作
人
が
多
く
、
滞
納
額
は
利
息
分
を
含
め
一
八
貫
を
超
え
て
い
る
38
。
そ
の
増
加
傾
向
は
、
小
作
人

減
少
過
程
と
比
例
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
は
要
家
が
貝
塚
小
作
人
の
宛
米
不
納
を

藩
に
訴
え
て
お
り
、
貝
塚
小
作
人
の
宛
米
不
納
が
既
に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
39
。
同
史
料
に
よ
れ
ば
、
畠
中
村
・
神
前
村
の
八
八
石
余
が

貝
塚
町
人
に
よ
っ
て
小
作
さ
れ
て
お
り
、
要
家
の
み
な
ら
ず
両
村
に
と
っ
て
貝
塚
町
人
は
重
要
な
農
業
労
働
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
要

家
は
確
実
に
宛
米
収
入
を
得
る
た
め
に
、
他
村
・
町
方
小
作
人
を
精
選
し
減
少
さ
せ
た
。
代
わ
っ
て
要
家
は
、
自
身
が
庄
屋
を
勤
め
る
神

前
村
の
小
作
人
へ
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
40
。
こ
の
よ
う
な
要
家
の
小
作
人
編
成
は
、
他
村
へ
展
開
す
る
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
縮
小
化

を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
41
。
も
っ
と
も
、
天
保
期
以
降
、
再
度
他
村
小
作
人
を
編
成
し
て
い
く
傾
向
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
42
。
縮

小
化
を
目
指
し
て
も
、
結
局
他
村
小
作
人
へ
農
業
労
働
力
を
求
め
る
姿
は
、
小
作
人
確
保
の
難
し
さ
を
表
し
て
い
よ
う
。

以
上
か
ら
、
小
作
地
・
手
作
地
の
転
換
は
、
経
済
的
諸
問
題
だ
け
で
な
く
、
小
作
人
の
宛
米
不
納
・
未
進
滞
納
状
況
に
規
定
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
要
家
は
確
実
な
宛
米
収
入
の
た
め
に
、
時
に
は
手
作
地
を
増
加
さ
せ
、
時
に
は
小
作
人
を
精
選
し
経
営
を

縮
小
さ
せ
た
。
た
だ
、
小
作
人
の
限
定
は
要
家
に
よ
る
一
方
的
な
も
の
で
は
な
い
。
小
作
人
減
少
の
背
景
に
は
、
就
業
の
機
会
が
多
く
、

あ
る
程
度
農
業
と
諸
稼
ぎ
を
選
択
で
き
た
町
人
・
当
村
百
姓
側
の
経
営
戦
略
が
内
在
し
て
い
た
43
。
つ
ま
り
、
要
家
は
小
作
人
の
宛
米
不

納
と
小
作
人
不
足
と
い
う
二
重
苦
に
規
定
さ
れ
、
経
営
方
針
を
定
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
営
転
換
の
も
と
、
宛
米
上
納
を

促
進
す
る
減
免
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。
次
節
で
検
討
し
た
い
。

二
、
地
主
経
営
に
お
け
る
減
免

本
節
で
は
、
実
納
小
作
料
に
つ
い
て
検
討
し
、
減
免
が
持
つ
性
格
に
つ
い
て
把
握
し
た
い
。
減
免
の
方
法
は
、「
免
引
」・「
定
米
引
」・

「
追
免
」（
用
捨
）
に
大
別
で
き
る
。
ま
ず
「
免
引
」
は
、
そ
の
年
の
収
穫
量
を
把
握
し
、
小
作
人
ご
と
に
「
稲
方
見
分
帳
」
へ
書
き
上
げ

た
う
え
で
、
減
免
率
を
決
定
す
る
方
法
で
あ
る
44
。
こ
れ
は
、
竹
安
氏
の
い
う
見
立
小
作
料
の
一
形
態
で
あ
ろ
う
45
。
も
っ
と
も
、
そ
の

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落

四
二



減
免
対
象
が
小
作
人
全
員
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
「
免
引
」
は
、
旱
損
に
よ
っ
て
不
作
に
陥
っ
た

小
作
人
に
適
用
さ
れ
る
一
年
限
り
の
減
免
で
あ
っ
た
46
。
続
い
て
「
定
米
引
」
は
、
竹
安
氏
の
い
う
定
免
小
作
料
（
契
約
小
作
料
の
定

免
）
で
あ
り
、
要
家
と
小
作
契
約
を
結
ぶ
時
に
決
定
さ
れ
た
47
。
例
え
ば
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
契
約
を
結
ん
だ
畠
中
村
六
左
衛

門
の
小
作
証
文
に
は
、「
右
之
田
地
当
酉
年
�
来
ル
午
年
迄
十
ヶ
年
限
定
請
ニ
仕
候
」、「
右
定
米
毎
年
十
二
月
廿
日
限
ニ
無
滞
上
納
可
仕

候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
48
。「
定
米
引
」
は
、
要
家
側
か
ら
す
れ
ば
長
期
契
約
に
よ
る
小
作
人
確
保
・
確
実
な
宛
米
収
納
の
た
め
の
減
免

措
置
で
あ
り
、
小
作
人
側
か
ら
す
れ
ば
長
期
減
免
を
獲
得
で
き
た
。
ま
た
、「
定
米
引
」・「
免
引
」
後
の
収
納
過
程
で
「
追
免
」（
用
捨
）

が
行
わ
れ
る
時
が
あ
り
、
こ
の
「
追
免
」
後
の
宛
米
が
要
家
に
納
め
ら
れ
る
宛
米
、
す
な
わ
ち
竹
安
氏
の
い
う
実
納
小
作
料
に
当
た
る
。

で
は
、
実
際
に
ど
の
程
度
各
減
免
方
法
が
適
用
さ
れ
た
か
を
み
て
み
よ
う
。
表
１１
を
み
る
と
、
天
明
期
を
境
と
し
て
「
免
引
」
形
態
か

ら
「
定
米
引
」
形
態
へ
の
移
行
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
っ
と
も
、「
免
引
」
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
一
年
限
り
の
見
取
り
方
式
か
ら
長
期
契
約
の
定
免
へ
転
換
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
天
明
期
は
、
飢
饉
に
よ
る
危
機
的

状
況
の
な
か
で
、
要
家
が
経
営
の
見
直
し
を
図
り
、
減
免
方
法
を
模
索
す
る
段
階
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
高
持
退
転
と
小
作
人
の
離
村

と
い
っ
た
農
業
労
働
力
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
天
明
・
寛
政
期
以
降
、
要
家
は
継
続
的
に
小
作
人
を
確
保
す
る
た
め
、
長
期
契
約
で
あ

る
「
定
米
引
」
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
49
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
要
家
の
思
惑
に
反
し
、
小
作
地
を
放
棄
す
る
小
作
人
が
多
数
存

在
し
た
。
畠
中
村
・
神
前
村
の
「
定
米
引
」
変
動
の
激
し
さ
は
、
小
作
地
・
手
作
地
変
動
の
激
し
さ
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
こ
で
、
要
家

は
小
作
人
確
保
の
た
め
に
、
小
作
契
約
時
に
干
鰯
代
を
貸
し
付
け
る
戦
略
を
取
る
の
で
あ
る
50
。
こ
う
し
た
要
家
に
よ
る
経
営
戦
略
は
、

い
か
に
小
作
人
の
確
保
が
難
し
い
か
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
要
家
と
小
作
人
の
関
係
に
関
し
て
若
干
附
言
し
て
お
き
た
い
。
文
政
期
に
は
要
家
か
ら
干
鰯
代
の
借
用
を
し
な
い
代
わ
り
に
、

減
免
率
を
上
げ
よ
う
と
す
る
小
作
人
が
出
現
す
る
。
例
え
ば
、
去
年
ま
で
約
一
割
八
分
の
定
免
を
得
て
い
た
畠
中
村
惣
左
衛
門
は
、「
干

鰯
代
遣
し
候
処
、
右
を
止
ニ
致
し
弐
損
之
相
対
也
」
と
、
二
割
の
定
免
を
獲
得
し
て
い
る
51
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
は
、
高
田
屋

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
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と
村
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表 11 要家の小作経営における「免」の内訳
単位：宛米高（人数）

畠中村・神前村

追免・用捨

0.02 （1）

0.20 （1）

0.10 （2）
0.40 （4）
0.04 （1）
0.19 （2）
1.066 （9）
2.6862（5）
0.17 （4）
0.15 （4）
1.81 （19）
0.306 （9）
0.595（14）
2.462（19）

24.7733（57）
0.15 （1）
0.074 （2）
0.304 （2）

0.238 （2）
0.256 （4）
0.149 （4）

0.6905（6）
0.72 （2）

註（1）：各年の「田畑宛米帳」より作成。村外新田畑は算出していない。
註（2）：括弧内は「免」を適用された人数。町方は、畠中村新町・脇浜村新町・海塚村新町（海塚村）・貝塚寺内町を

示す。

定米引

1.00 （1）

0.55 （2）
0.30 （2）
3.79 （9）

19.6076（45）
19.422（43）
18.489（41）
23.7181（63）
17.667（46）
14.8145（39）
11.482（38）
12.8368（34）
17.7025（39）
17.2712（39）
15.0886（37）
21.0539（42）
20.3461（44）
17.2911（41）
27.1492（51）
27.0212（50）
25.8649（51）
28.0317（52）
29.5847（56）
29.7067（52）
29.0942（55）
29.6942（56）
40.2403（61）
33.5658（52）

免引

8.517（21）
2.923（21）

16.966（46）
3.876（17）
2.7272（31）
7.258（36）

13.0272（45）
0.20 （3）
8.1502（42）

15.0642（50）
10.449（42）

9.314（37）
11.736（41）
16.9045（39）
18.335（47）
13.963（48）
17.4255（38）
13.277（25）

9.13 （26）
29.513（37）

2.5564（12）
1.032 （4）
6.172（14）
5.169（16）
5.1245（16）
4.007（12）
3.5174（11）
1.7785（9）
2.1394（11）
4.1305（15）
3.416（17）
0.855 （6）
2.052（13）
0.995 （5）
0.875 （5）
0.9939（5）
5.314（21）
0.975 （5）
1.6492（7）
5.7163（52）
2.8192（5）

脇浜村・加治村・他村

追免・用捨

0.03 （1）
0.08 （2）
0.08 （2）

0.03 （1）
0.03 （1）

0.05 （1）
0.54 （6）
0.24 （3）
0.10 （1）

0.05 （1）
0.05 （1）

0.41 （2）
1.6117（7）
0.30 （1）

0.40 （1）
0.04 （1）

0.045（2）

0.80 （4）
0.40 （1）

定米引

0.50 （3）
0.20 （1）
0.75 （3）
4.2034（12）
3.0914（7）
3.5254（10）
5.738（11）
4.808（11）
4.908（12）
4.708（10）
5.878（12）
6.018（13）
8.422（17）
6.288（15）
4.716（12）
5.538（12）
5.138（12）
4.738（11）
4.738（11）
6.182（14）
6.754（15）
5.439（11）
3.67 （9）
3.67 （9）
3.678（10）
4.278（10）
5.9125（10）

免引

5.42 （7）
0.30 （3）
5.17 （13）
0.82 （4）
1.47 （9）
3.09 （8）
1.585 （4）
0.05 （1）
2.25 （7）
4.767（16）
5.38 （13）
3.37 （8）
3.90 （8）
2.65 （8）
2.538（12）
5.27 （9）
3.71 （10）
4.2945（8）
2.34 （5）
6.8486（8）
0.40 （2）
0.10 （1）
0.89 （4）
0.10 （1）
1.63 （4）
1.10 （2）
0.35 （1）
0.50 （3）
1.32 （2）
0.56 （2）
0.89 （2）
0.60 （1）
0.36 （3）
0.216 （4）
0.466 （4）
0.766 （8）
1.5346（6）
0.6646（3）
0.7795（7）
1.3901（11）
0.286 （6）

町方

追免・用捨

0.13（2）

0.18（3）

0.08（1）
0.059（4）
0.18（2）
0.465（7）
0.05（1）

0.10（2）
2.408（9）

0.10（1）

0.05（1）

0.15（1）
0.10（1）

0.527（2）

定米引

0.4 （1）
0.82 （3）
0.57 （2）
0.55 （1）
1.04 （4）
1.929（8）
1.8 （4）
1.85 （5）
1.45 （5）
2.495（8）
2.7345（8）
0.68 （3）
0.68 （3）
1.18 （4）
1.18 （4）
0.8 （4）
0.8 （4）
0.7 （3）
1.0375（4）
0.4 （2）
0.4 （2）
0.4 （2）
0.37 （1）
0.37 （1）

免引

2.55 （6）
0.66 （7）

11.359（19）
2.8334（12）
1.68 （9）
0.71 （7）
1.8235（7）
0.05 （1）
0.69 （4）
2.359（15）
0.944 （8）
3.91 （15）
2.95 （13）
3.90 （12）
5.672（26）
4.375（12）
4.473（11）
7.9544（13）
1.575 （5）
5.6562（14）
0.31 （3）

1.00 （2）
0.35 （2）
0.30 （3）
0.685 （4）
0.795 （5）
0.53 （4）
0.65 （4）
0.525 （4）
0.32 （2）
0.30 （3）
0.335 （4）
0.20 （1）
0.15 （1）
0.20 （1）
0.63 （1）
0.66 （2）
0.2466（2）
0.33 （2）
0.03 （1）

年次

正徳 2年（1712）
享保 8年（1723）
享保13年（1728）
享保18年（1733）
元文 4年（1739）
寛保元年（1741）
延享 3年（1746）
宝暦元年（1751）
宝暦 5年（1755）
宝暦 6年（1756）
宝暦10年（1760）
宝暦13年（1763）
明和 3年（1766）
明和 4年（1767）
明和 8年（1771）
安永 3年（1774）
安永 7年（1778）
天明 2年（1782）
天明 5年（1785）
天明 6年（1786）
寛政 2年（1790）
寛政 6年（1794）
寛政 7年（1795）
寛政 8年（1796）
寛政 9年（1797）
寛政10年（1798）
寛政12年（1800）
享和 3年（1803）
文化元年（1804）
文化 4年（1807）
文化 5年（1808）
文化 6年（1809）
文化 8年（1811）
文化12年（1815）
文政元年（1818）
文政 4年（1821）
文政 6年（1823）
文政 7年（1824）
文政 8年（1825）
文政11年（1828）
天保 3年（1832）

近
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利
吉
の
「
古
未
進
」
分
を
「
此
度
沢
屋
作
兵
衛
殿
、
徳
ノ
清
兵
衛

殿
、
桶
屋
惣
八
ヲ
以
段
々
相
歎
申
候
ニ
付
、
用
捨
い
た
し
遣
し
相
済

申
候
」
と
、
町
人
が
連
名
で
要
家
に
そ
の
用
捨
を
訴
え
て
い
る
52
。

他
方
、
要
家
側
が
小
作
地
を
取
り
上
げ
る
場
合
も
存
在
し
た
。「
当

年
干
損
ニ
付
、
相
対
難
出
来
上
り
田
ニ
相
成
り
苅
取
申
候
事
」
と
、

収
穫
高
が
宛
米
高
を
大
き
く
下
回
っ
た
場
合
、
小
作
人
が
小
作
地
を

放
棄
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
53
。
つ
ま
り
、
要
家
と
小
作
人
の

交
渉
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
、
要
家
は
収
穫
高
を
全
て
没
収

す
る
代
わ
り
に
、
宛
米
納
入
を
免
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
面
的
に

は
要
家
の
一
方
的
な
没
収
に
み
え
る
が
、
没
収
さ
れ
た
小
作
人
は
次

年
度
以
降
も
異
な
る
土
地
で
小
作
し
て
お
り
、
小
作
人
に
配
慮
し
た

行
為
と
も
い
え
る
。
こ
う
し
た
動
向
が
文
政
期
に
頻
出
す
る
こ
と

は
、
小
作
人
側
の
巧
み
な
戦
略
性
や
、
地
主
と
小
作
人
関
係
の
緊
張

が
よ
り
顕
在
化
し
た
時
期
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
減
免
率
の
変
動
を
示
し
た
図
３
を
み
れ
ば
、
天
明
期

以
前
と
違
い
、
畠
中
村
・
神
前
村
の
減
免
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
の

が
分
か
る
。
天
明
期
以
降
、
両
村
百
姓
の
離
村
化
が
問
題
視
さ
れ
て

い
た
な
か
で
、
自
身
が
庄
屋
を
勤
め
る
村
に
は
、
小
作
人
へ
の
融
通

的
性
格
が
強
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

図 3 宛米減免の比率

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
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と
村
落
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三
、
手
作
地
の
条
件
と
そ
の
特
質

前
節
で
は
、
小
作
料
減
免
の
性
格
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

地
主
と
小
作
人
の
緊
張
関
係
を
み
た
が
、
本
節
で
は
要
家
の

手
作
地
の
条
件
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
き
た
い
。

要
家
の
所
持
地
の
な
か
で
、
縄
延
び
の
大
き
い
土
地
を
ど

の
程
度
手
作
地
と
し
て
組
み
込
ん
で
い
る
か
を
示
し
た
も
の

が
表
１２
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宛
米
一
石
当
た
り
の
分
米
高
が

〇
・
五
石
の
場
合
、
宛
米
高
は
分
米
高
の
二
倍
と
な
り
、
分

米
高
を
基
準
に
年
貢
負
担
す
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
利
徳

分
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
宛
米
一
石
当
た

り
の
分
米
高
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、
縄
延
び
の
大
き
い
、

条
件
の
良
い
土
地
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
表
の
見
方
と
し

て
要
家
は
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
段
階
で
、
宛
米
一

石
当
た
り
の
分
米
高
〇
・
六
石
余
の
土
地
を
一
二
・
六
石
分

手
作
地
と
し
て
所
持
し
、
約
五
二
石
分
を
小
作
へ
出
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
文
政
一
一
年
の
み
各
小
作
地
の
宛
米

高
が
判
別
し
得
た
の
で
、
そ
れ
を
目
安
と
し
て
表
を
概
観
す

る
と
、
①
宛
米
一
石
当
た
り
〇
・
七
石
以
上
の
比
較
的
条
件

の
悪
い
土
地
を
多
く
小
作
へ
出
し
て
い
る
こ
と
、
②
文
化
前

表 12 要家の手作地内訳と条件 単位：宛米高

不明

6.4
4.7
3.3
1.8
1.3
1.4
1.2
1.1

1.7

0.5
（3.8692）

2.6

註（1）：各年の「田畑宛米帳」、文政 11年「名寄帳」、同「田畠屋敷坪数帳」より作成。
註（2）：村内新田とは、畠中村・神前村内に所持する新田を示す。
註（3）：各地字の分米特定は、畦直しや一坪当たりの宛米高を勘案した上で、確定できる地字のみを

算出した。

畑屋
敷地

0.2
0.2
1.5
0.2
0.2
0.9
1.0
1.6

1.28
2.08
2.08
2.08

0.2
（33.3793）

1.4784
0.9484

村外地

9.05
13.9
7.8

10.2
7.15
7.15
8.75

12.6
12.5
19.0
18.4
23.3
20.95

（36.85）

9.85
9.15

村内
新田

36.55
40.5
39.95
36.05
35.55
36.7
36.25
26.25
25.55
9.75
4.85
4.5
1.6

9.05
（42.985）

16.0
16.65

宛米 1石当たりの分米高（今高）

0.8石～

0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5

2.1

（17.58）

0.7石～

2.3
3.6

1.3

2.1
1.573
1.573
1.54

2.1
（16.81）

2.1

0.6石～

6.8
13.95
20.15
24.25
7.35
8.55
8.55

10.8806
11.3
13.45
19.7
19.6
19.6

12.6
（52.905）

18.2
14.45

0.5石～

23.13
26.43
26.48
28.18
6.88
6.88
6.93

17.08
20.98
11.78
19.88
19.88
19.08

2.33
（28.25）

14.63
6.6

0.3石～

0.666
0.66
0.664
0.664

（0.665）

年次

享和 3年（1803）
文化元年（1804）
文化 4年（1807）
文化 5年（1808）
文化 6年（1809）
文化 7年（1810）
文化 8年（1811）
文化12年（1815）
文政元年（1818）
文政 4年（1821）
文政 6年（1823）
文政 7年（1824）
文政 8年（1825）

文政11年（1828）
同年（所持小作地）

文政13年（1830）
天保 3年（1832）

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落
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期
は
、
条
件
の
良
い
土
地
を
手
作
地
と
し
て
多
く
保
持
し
て
い
る
こ
と
、
③
文
政
中
期
を
除
い
て
、
年
貢
率
が
低
い
新
田
を
多
く
手
作
地

に
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
54
、
④
管
理
が
及
び
に
く
い
村
外
地
は
、
平
均
し
て
三
割
程
が
手
作
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
が
明
ら
か
に
な

る
。手

作
地
の
場
合
、
年
貢
分
は
要
家
が
負
担
す
る
た
め
、
年
貢
負
担
の
少
な
い
土
地
、
す
な
わ
ち
縄
延
び
の
大
き
い
土
地
を
持
つ
こ
と
は

要
家
に
と
っ
て
有
利
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
定
の
手
作
経
営
を
行
う
要
家
は
、

限
ら
れ
た
所
持
地
の
う
ち
縄
延
び
の
大
き
い
土
地
を
手
作
地
に
組
み
込
み
、
相
対
的

に
縄
延
び
の
小
さ
い
土
地
を
小
作
へ
出
し
て
い
た
。
一
方
、
小
作
地
の
場
合
、
年
貢

分
は
小
作
人
が
負
担
す
る
た
め
、
要
家
の
宛
米
収
入
は
変
わ
ら
な
い
。
縄
延
び
の
大

小
（
宛
米
高
と
分
米
高
の
斗
代
差
）
に
よ
る
作
徳
は
所
詮
地
主
取
り
分
の
源
泉
で
し

か
な
く
、
小
作
人
側
は
そ
の
利
徳
を
享
受
し
得
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
宛
米
一
石

の
土
地
を
小
作
し
た
と
し
て
、
縄
延
び
の
大
小
に
限
ら
ず
、
小
作
人
は
宛
米
一
石
を

地
主
へ
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
文
化
後
期
の
縄
延
び
の
大

き
い
土
地
の
放
出
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。

表
１３
は
、
宛
米
一
石
当
た
り
の
肥
料
代
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
文

化
前
期
の
様
相
は
分
か
ら
な
い
が
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
を
除
い
て
そ
れ
ほ
ど

増
減
は
な
い
。
確
か
に
、
同
年
は
手
作
地
を
増
や
し
て
お
り
（
図
１
）、
肥
料
代
の

低
減
と
手
作
地
の
増
加
を
一
応
関
連
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
巨
視
的
に

み
れ
ば
図
１
・
表
１２
と
も
に
連
動
性
は
少
な
い
55
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
文

化
六
年
（
一
八
〇
九
）
前
後
に
お
け
る
町
方
へ
の
「
助
高
」
願
い
で
あ
る
56
。
こ
れ

表 13 要家手作地の内訳と肥料代

雑穀

宛米高
（石）

1.50
3.50
2.45
3.63
3.903
3.903
2.37
1.90
2.1784
1.3484

註（1）：各年の「田畑宛米帳」より作成。
註（2）：括弧内の数値は、総額しか判明しなかったため宛米高から逆算した。

綿作

肥料代
（匁／宛米 1石）

17.25
17.50
18.05
（12.55）

19.40
18.10
21.50
17.50
18.76

宛米高
（石）

6.60
9.20
9.55
8.83
5.10
8.98
9.00
4.83
7.10
6.00

稲作

肥料代
（匁／宛米 1石）

6.20
9.20
8.16
7.01
3.10
（7.53）

6.82
7.50

11.00
7.90

宛米高
（石）

53.98
57.3106
59.48
46.60
59.53
58.00
53.48
25.05
50.83
45.15

年次

文化 7年（1810）
文化12年（1815）
文政元年（1818）
文政 4年（1821）
文政 6年（1823）
文政 7年（1824）
文政 8年（1825）
文政11年（1828）
文政13年（1830）
天保 3年（1832）

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落
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は
、
海
塚
村
・
畠
中
村
・
加
治
村
・
脇
浜
村
の
庄
屋
が
連
名
で
、
四
ヶ
村
新
町
と
貝
塚
寺
内
町
へ
「
御
田
地
手
余
り
旁
持
合
支
配
」
を
す

る
よ
う
藩
へ
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
願
い
出
は
、「
近
年
来
追
々
町
方
へ
出
」
て
い
く
高
持
が
頻
出
し
た
た
め
、
増
大

し
た
手
余
り
地
を
在
郷
町
・
貝
塚
寺
内
町
の
町
人
に
耕
作
し
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
高
持
の

離
村
だ
が
、
手
余
り
地
の
解
消
を
町
方
労
働
力
に
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
在
村
の
小
作
人
不
足
も
問
題
化
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
天

明
期
以
降
頻
出
す
る
離
村
に
よ
っ
て
、
文
化
期
に
お
け
る
畠
中
村
の
小
作
人
減
少
が
著
し
い
こ
と
は
既
述
し
た
が
（
表
１
）、
文
化
六
年

は
、
村
内
の
農
業
労
働
力
不
足
が
周
辺
村
落
の
共
通
問
題
と
し
て
表
出
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
危
機
感
を
抱
い
た
要
家
は
、
畠
中
村
・
神
前
村
の
小
作
規
模
を
増
加
さ
せ
て
い
る
（
表
１０
）。
つ
ま
り
、
要

家
は
両
村
百
姓
に
多
く
の
小
作
地
を
提
供
し
、
一
人
当
た
り
の
「
定
米
引
」
を
増
額
さ
せ
る
こ
と
で
、
離
村
の
予
防
・
抑
制
と
小
作
の
奨

励
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
（
表
１１
）。
そ
こ
に
は
、
手
作
経
営
（
自
身
に
都
合
の
良
い
縄
延
び
の
大
き
い
土
地
）
を
縮
小
し
て
ま
で
自
村

百
姓
を
繋
ぎ
止
め
る
と
い
う
、
村
役
人
の
論
理
が
内
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
縄
延
び
の
大
き
い
土
地
の
放
出
は
、
小
作
地
転

換
の
結
果
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
こ
れ
以
降
、
手
作
地
に
お
け
る
縄
延
び
の
大
き
い
土
地
の
割
合
は
、
極
め
て
流
動
的
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
そ
れ
は
、
宛
米
高
の
み
で
は
判
別
し
得
な
い
小
作
経
営
の
不
安
定
さ
を
示
し
て
お
り
、
前
節
で
検
討
し
た
文
政
期
に
お
け
る
小
作

人
の
戦
略
・
地
主
小
作
人
間
の
緊
張
化
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
以
上
、
要
家
所
持
地
の
条
件
一
つ
を
み
て
も
、
要
家
の
経
営

戦
略
・
当
地
域
の
社
会
状
況
・
地
主
小
作
人
関
係
が
深
く
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
57
。

お

わ

り

に

以
上
、
二
章
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
に
し
た
諸
点
は
本
論
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
要
点
だ
け
を
ま
と
め
た
い
。

畠
中
村
は
、
非
常
に
貨
幣
経
済
の
浸
透
し
た
村
で
あ
り
、
農
業
と
と
も
に
諸
稼
ぎ
が
重
要
な
再
生
産
構
造
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
特
に
農

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
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と
村
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業
へ
の
魅
力
低
下
が
著
し
く
、
離
村
す
る
者
が
頻
出
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
要
家
は
小
作
人
の
確
保
を
最
重
要
課
題
と
し
つ
つ
も
、
町
方

小
作
人
の
宛
米
不
納
・
地
主
と
小
作
人
関
係
の
緊
張
化
・
小
作
人
の
戦
略
等
に
規
定
さ
れ
て
経
営
方
針
を
定
め
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

他
方
、
要
家
一
族
は
村
高
の
占
有
率
が
高
く
、
条
件
の
良
い
土
地
も
比
較
的
多
く
所
持
し
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ

て
も
、
当
該
時
期
に
お
け
る
大
規
模
な
村
方
騒
動
や
小
作
騒
動
は
起
き
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
要
家
が
高
持
・
小
作
人
の
未
進
立
替
を
行

い
、
別
家
が
難
渋
人
の
保
護
を
行
う
よ
う
に
、
彼
ら
が
村
民
の
再
生
産
構
造
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
村
落

内
の
社
会
関
係
・
村
民
の
再
生
産
構
造
・
地
主
経
営
の
性
格
を
把
握
し
な
け
れ
ば
、
村
落
構
造
は
理
解
で
き
な
い
と
考
え
る
。
と
り
わ

け
、
要
家
が
行
っ
た
諸
戦
略
は
、
小
作
人
不
足
を
は
じ
め
と
す
る
村
・
地
域
の
特
質
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
58
。

本
稿
で
は
、
要
家
の
金
融
活
動
や
手
作
地
の
諸
問
題
（
労
賃
・
収
穫
高
）
を
検
討
で
き
て
い
な
い
た
め
、
地
主
経
営
の
一
角
を
把
握
し

た
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
、
本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
村
が
抱
え
る
諸
問
題
や
地
主
小
作
人
相
互
の
経
営
戦
略
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
主
経
営
の
性
格
を
よ
り
豊
富
化
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
村
の
特
質
を
描
い
た
う
え

で
地
主
経
営
の
性
格
把
握
を
行
う
手
法
は
、
葉
山
氏
が
先
駆
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
分
析
手
法
を
継
承
・
深
化
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

註⑴

佐
々
木
潤
之
介
『
幕
末
社
会
論
』（
塙
書
房
、
一
九
六
九
年
）。

⑵

岩
城
卓
二
「
西
摂
津
地
域
か
ら
畿
内
・
近
国
社
会
を
考
え
る
」（『
歴
史
科
学
』
一
九
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）
等
。

⑶

渡
辺
尚
志
氏
は
「
小
農
の
経
営
戦
略
」
と
「
村
落
共
同
体
に
よ
る
小
農
保
護
機
能
」
か
ら
畿
内
村
落
を
捉
え
直
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
村
落
共
同

体
の
積
極
的
役
割
を
主
張
し
て
い
る
（
渡
辺
尚
志
編
『
畿
内
の
豪
農
経
営
と
地
域
社
会
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。

⑷

山
崎
隆
三
『
地
主
制
成
立
期
の
農
業
構
造
』（
青
木
書
店
、
一
九
六
一
年
）。

⑸

竹
安
繁
治
『
近
世
小
作
料
の
構
造
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
八
年
）。

⑹

葉
山
禎
作
『
近
世
農
業
発
展
の
生
産
力
分
析
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
九
年
）。

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落

四
九



⑺

中
村
哲
『
明
治
維
新
の
基
礎
構
造
』（
未
来
社
、
一
九
六
八
年
）。
氏
の
対
象
と
す
る
泉
北
一
一
ヶ
村
は
、
堺
近
郊
の
綿
織
物
中
心
地
で
あ
り
高
度

に
発
展
し
た
商
工
業
村
落
で
あ
る
。
と
り
わ
け
宇
多
大
津
村
は
、
村
内
に
多
く
の
「
織
屋
」
が
存
在
し
、
天
保
期
に
は
無
高
層
で
あ
る
織
業
専
業

者
が
三
割
を
占
め
て
い
た
。
同
村
は
、
堺
の
問
屋
制
支
配
が
強
固
に
存
在
し
、
農
村
内
部
に
家
内
工
業
が
深
く
浸
透
し
た
「
特
異
な
村
」
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
地
理
的
に
大
坂
・
堺
に
近
い
泉
北
地
域
と
、
泉
南
地
域
は
峻
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑻

中
村
哲
『
近
世
先
進
地
域
の
農
業
構
造
│
和
泉
国
南
郡
春
木
村
の
場
合
│
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
六
五
年
）。

⑼

竹
安
氏
は
、
宛
米
が
「
各
耕
地
の
生
産
力
表
示
の
手
段
」
で
あ
り
（
註
⑸
竹
安
前
掲
書
一
七
三
頁
）、「
分
米
と
宛
米
と
の
斗
代
差
が
、
小
作
料
の

主
要
構
成
部
分
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
（
一
四
三
頁
）。
一
方
で
、「
水
帳
面
上
と
年
貢
帳
面
上
の
記
載
と
は
、
記
号
を
用
い
な
け
れ
ば
個
々
の
田

畑
の
脈
絡
を
た
ど
り
が
た
い
ま
で
に
名
目
と
実
態
と
が
乖
離
し
て
」
お
り
（
一
二
五
頁
）、
分
米
と
宛
米
の
比
較
は
容
易
で
は
な
い
さ
れ
、
史
料

的
限
界
か
ら
地
主
経
営
に
ま
で
踏
み
込
め
な
い
側
面
が
あ
っ
た
。

⑽

町
田
哲
『
近
世
和
泉
の
地
域
社
会
構
造
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

⑾

山
崎
圭
『
近
世
幕
領
地
域
社
会
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）。

⑿

渡
辺
尚
志
編
『
近
世
地
域
社
会
論
』（
岩
田
書
院
、
一
九
九
九
年
）
四
八
七
頁
。
他
方
、
近
年
の
地
主
制
研
究
と
し
て
は
舟
橋
明
宏
氏
の
成
果
が

あ
る
（
同
『
近
世
の
地
主
制
と
地
域
社
会
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。

⒀

泉
南
村
落
研
究
と
し
て
は
、
鷲
見
等
曜
「
近
世
前
期
畿
内
村
落
の
動
向
│
和
泉
国
南
部
の
場
合
│
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
三
号
、
一
九
五
五
年
）

を
参
照
。

⒁

要
家
当
主
の
名
前
は
様
々
だ
が
、
当
主
の
大
半
が
源
太
夫
を
襲
名
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
要
源
太
夫
家
と
統
一
し
、
要
家
と
要
源
太
夫
を
同

義
と
す
る
（『
要
家
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
』
貝
塚
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
）。
な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
史
料
は
「
要
家
文
書
」（
貝

塚
市
郷
土
資
料
室
寄
託
）
で
あ
り
、
註
記
が
な
い
限
り
同
文
書
を
使
用
す
る
。
他
方
、
要
家
は
岸
和
田
藩
か
ら
一
一
七
石
余
の
諸
役
免
除
を
得
て

い
る
（
本
年
貢
免
除
で
は
な
い
）。
な
お
、
神
前
村
の
村
高
は
一
六
〇
・
〇
一
九
石
で
あ
る
。

⒂

藤
本
清
二
郎
「
岸
和
田
藩
に
お
け
る
村
高
年
貢
制
の
確
立
過
程
│
近
木
庄
神
前
番
畠
中
村
を
中
心
に
│
」（『
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
畿
内
譜
代
大
名
岸

和
田
藩
の
総
合
的
研
究
』、
二
〇
〇
六
年
）。
氏
は
、
近
世
初
期
に
お
け
る
畠
中
村
・
神
前
村
の
村
高
の
推
移
を
検
討
し
、
①
岡
部
氏
入
部
時
の
差

出
帳
高
が
古
高
で
あ
る
こ
と
、
②
水
増
し
さ
れ
た
今
高
の
成
立
は
、
損
免
方
式
か
ら
年
貢
率
方
式
へ
の
発
展
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
指
摘
し
て

い
る
。

⒃

小
作
人
の
宛
米
納
入
記
録
に
関
し
て
は
、「
無
高
人
請
作
仕
候
ハ
バ
、
御
年
貢
帳
ニ
而
株
を
為
持
請
米
何
石
誰
入
与
仕
、
高
株
江
振
り
合
い
ニ
而
相

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落

五
〇



納
、
地
主
へ
者
其
暮
々
ニ
皆
済
仕
候
」
と
あ
る
（
天
明
四
年
「
乍
恐
口
上
書
」
ね
Ｊ
│
三
│
四
）。

⒄

要
家
の
意
図
と
し
て
は
「
下
作
人
之
残
米
（
未
進
米
）
ハ
高
持
之
未
進
米
ニ
而
御
座
候
ニ
付
」、「
帳
前
ニ
而
残
米
貸
置
申
候
下
作
人
御
座
候
得

ハ
、
高
持
共
ハ
世
話
無
少
自
分
之
通
へ
納
り
候
」
と
あ
り
、
小
作
人
の
未
進
を
立
て
替
え
る
こ
と
は
高
持
の
再
生
産
維
持
に
繋
が
る
と
い
う
考
え

方
で
あ
っ
た
（
註
⒃
前
掲
史
料
）。

⒅

註
⒃
前
掲
史
料
。
櫛
産
業
に
つ
い
て
は
別
稿
に
期
し
た
い
。
な
お
、
両
村
と
は
畠
中
村
・
神
前
村
を
示
す
。

⒆

文
化
八
年
「
口
上
之
覚
」（
お
│
一
六
│
七
）。

⒇

寛
保
元
年
「
書
置
之
事
」（
ま
Ｄ
三
│
三
│
六
）。

21

宝
暦
八
年
「
宗
旨
請
状
之
事
」（
す
│
一
│
五
）。

22

安
永
七
年
「
商
売
人
職
人
名
前
帳
」（
そ
│
一
三
三
）。

23

宝
暦
九
年
「
善
六
�
施
米
渡
帳
」（
ま
Ｄ
一
│
一
三
│
一
三
）
等
。

24

天
明
元
年
「
御
書
下
」（
こ
│
一
〇
〇
│
三
）。

25

別
家
と
一
家
中
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
。
管
見
の
限
り
、「
別
家
」「
別
宅
」
と
称
さ
れ
る
の
は
金
目
善
六
家
だ
け
で
、
他
は
あ
く
ま
で
「
一
家

中
」
で
あ
る
。
そ
の
扱
い
の
違
い
か
ら
、
差
し
当
た
り
別
家
と
一
家
中
は
峻
別
し
て
お
く
。

26

安
永
五
年
「
高
切
譲
り
渡
申
田
地
之
事
」（
ね
Ｂ
│
一
〇
二
│
一
八
│
五
）。

27
「
家
来
」
に
つ
い
て
。
特
に
、
幾
右
衛
門
は
「
別
家
家
来
」
な
が
ら
「
源
太
夫
譜
代
之
者
」
と
称
さ
れ
（
文
化
一
二
年
「
住
持
帳
」
け
│
二
二
九

等
）、
小
作
人
の
宛
米
徴
収
を
担
う
支
配
人
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
家
来
百
姓
に
つ
い
て
は
、
註
⒀
鷲
見
前
掲
論
文
が
参
考
に
な
る
。
他
方
、

伊
兵
衛
は
「
新
兵
衛
之
高
寛
政
十
一
未
年
�
」、
幾
右
衛
門
は
「
孫
右
衛
門
株
寛
政
五
丑
年
�
」
と
高
持
株
の
売
買
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る

（
享
和
元
年
「
御
年
貢
米
算
用
通
控
帳
」
し
│
二
二
八
）。
そ
れ
は
、
所
持
高
多
く
困
窮
す
る
高
持
が
存
在
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。

28

百
姓
の
認
識
と
し
て
、
未
だ
に
古
高
が
算
出
基
準
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
百
姓
の
理
解
で
は
古
高
に
約
一
・
三
一

六
石
乗
じ
て
「
荒
不
足
増
高
」
と
し
、
そ
れ
に
約
一
・
一
七
四
石
乗
じ
た
も
の
を
今
高
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
高
は
今
高
か
ら
一
定
数
割
っ

た
数
値
で
あ
り
、
分
米
高
の
目
安
と
し
て
扱
え
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
源
次
郎
・
次
五
右
衛
門
・
徳
右
衛
門
・
治
兵
衛
は
齟
齬
が
あ
る
。

29

享
和
二
年
「
乍
恐
書
付
ヲ
以
御
願
奉
申
上
候
」（
み
〇
│
九
二
│
四
│
四
）。「
所
持
」
に
つ
い
て
。
註
⒀
鷲
見
前
掲
論
文
で
は
、
地
主
の
株
内
で

「
所
持
」
す
る
不
完
全
な
所
有
形
態
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
役
負
担
等
の
問
題
を
検
討
課
題
と
し
つ
つ
、
差
し
当
た
り
「
内
高
」・

「
分
ケ
高
」
高
持
は
「
所
持
」
と
し
て
他
の
高
持
と
峻
別
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
、「
分
ケ
高
」
高
持
は
「
三
歩
役
米
」
を
納
め
て
い
た
。

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落

五
一



30

文
化
八
年
「
田
畑
宛
米
坪
数
帳
」（
ま
Ａ
三
│
二
）。
要
家
一
族
の
所
持
屋
敷
地
と
し
て
算
出
す
る
と
五
〇
筆
と
な
り
、
そ
の
占
有
率
の
高
さ
が
窺

わ
れ
る
。

31

文
化
八
年
「
新
町
家
貸
帳
」（
そ
│
一
四
八
）
等
。

32

近
世
初
期
に
つ
い
て
は
註
⒂
藤
本
前
掲
論
文
を
参
照
。

33

註
29
前
掲
史
料
。
こ
の
史
料
は
、「
分
ケ
高
」
高
持
の
取
立
に
際
し
て
、
要
家
が
藩
に
拝
借
銀
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。

34

註
29
前
掲
史
料
に
は
、「
干
か
高
直
旁
以
難
渋
弥
増
相
成
」
と
あ
る
。

35

以
降
の
図
表
は
、
同
年
代
史
料
の
残
存
状
況
・
史
料
の
保
存
状
態
を
理
由
に
一
部
年
代
を
検
討
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

36

今
井
林
太
郎
・
八
木
哲
浩
『
封
建
社
会
の
農
村
構
造
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
五
年
）。

37

加
治
村
・
脇
浜
村
は
同
じ
岸
和
田
藩
領
の
近
隣
村
落
で
あ
る
。

38
「
古
未
進
」
が
大
量
に
発
生
し
た
場
合
、
小
作
人
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
、
一
部
の
「
古
未
進
」
滞
納
者
は
滞
納
額
だ
け
を
要

家
へ
返
済
し
て
い
た
。

39

宝
暦
二
年
「
町
人
宛
米
不
足
仕
分
帳
上
ル
扣
」（
ま
Ｄ
一
│
一
三
│
一
四
）。

40

出
作
地
経
営
の
困
難
さ
は
、
村
落
共
同
体
規
制
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
自
村
の
土
地
で
も
他
村
小
作
人
の
不
納
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が

興
味
深
い
。

41

経
営
の
縮
小
化
は
、
享
和
期
の
「
分
ケ
高
」
配
分
に
も
表
れ
て
い
る
。

42

化
政
期
以
降
人
口
が
倍
増
す
る
嶋
村
（
被
差
別
村
落
）
に
、
農
業
労
働
力
を
求
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
（
藤
本
清
二
郎
「
近
世
か
わ
た
村
の

食
糧
問
題
と
お
救
い
」『
部
落
問
題
研
究
』
一
五
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）。

43

文
化
六
年
「
乍
恐
御
願
奉
申
上
候
」（
ま
Ａ
五
│
九
六
│
三
）
に
は
、「
寺
内
貝
塚
繁
昌
仕
候
ニ
付
、
当
時
小
作
人
無
之
様
ニ
相
成
」
と
あ
り
、
在

村
百
姓
は
「
近
年
来
追
々
町
方
へ
出
」
る
有
り
様
で
あ
っ
た
。

44

明
和
四
年
「
稲
方
見
分
帳
」（
し
│
一
〇
〇
）
等
。
基
本
的
に
減
免
率
は
個
別
に
相
対
で
決
ま
る
。
管
見
の
限
り
、「
村
極
」
等
の
形
態
は
見
付
か

っ
て
い
な
い
。

45

註
⑸
竹
安
前
掲
書
。
氏
は
、
小
作
人
が
納
入
す
る
地
主
取
り
分
・
領
主
取
り
分
を
一
括
し
て
広
義
の
小
作
料
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
な
お
、
本

稿
で
は
、
地
主
取
り
分
の
み
を
小
作
料
と
定
義
す
る
が
、
類
型
に
関
し
て
は
氏
に
準
じ
た
い
。

46

個
々
の
収
穫
量
を
把
握
し
減
免
す
る
方
法
が
あ
っ
た
事
実
は
、
耕
作
を
行
い
収
穫
を
得
て
い
た
小
作
人
が
確
実
に
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落

五
二



47
「
定
米
引
」
後
の
宛
米
は
、
宛
米
で
は
な
く
「
定
米
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

48

寛
政
元
年
「
請
作
証
文
之
事
」（
て
│
三
七
六
│
二
）。

49

例
え
ば
、
天
明
七
年
「
乍
恐
願
書
」（
ね
Ｊ
│
三
│
一
四
）
に
は
「
近
年
自
然
と
出
奔
人
或
者
他
所
江
引
越
候
者
多
」
と
あ
り
、
畠
中
村
で
は
離
村

が
問
題
化
し
て
い
た
。

50

天
明
元
年
「
田
地
定
米
宛
并
干
鰯
代
貸
附
帳
」（
と
│
二
九
二
）。

51

文
政
四
年
「
田
畑
宛
米
帳
」（
み
Ｉ
│
三
三
）。

52

文
政
六
年
「
田
畑
宛
米
帳
」（
み
Ｉ
│
三
四
）。

53

註
52
前
掲
史
料
。「
上
り
田
」
と
は
手
作
地
へ
転
換
す
る
こ
と
を
示
す
。

54

本
田
の
年
貢
率
は
六
割
三
分
六
厘
、
村
内
新
田
は
約
二
割
五
厘
で
あ
る
。

55

労
賃
・
肥
料
代
高
騰
に
よ
る
手
作
地
縮
小
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

56

註
43
前
掲
史
料
。

57

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
経
営
戦
略
は
、
宛
高
制
と
い
う
畿
内
村
落
の
特
質
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宛
高
制
に
関
し
て
は
、
佐
々
木
潤
之
介

『
幕
藩
権
力
の
基
礎
構
造
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
四
年
、
同
増
補
改
訂
一
九
八
五
年
）、
竹
安
繁
治
『
近
世
封
建
制
の
土
地
構
造
』（
御
茶
の

水
書
房
、
一
九
六
六
年
）
を
参
照
。

58

こ
う
し
た
要
家
の
地
主
経
営
が
、
和
泉
全
域
の
地
主
経
営
と
し
て
一
般
化
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
貝
塚
寺
内
町
や
在
郷
町
に
近
い

当
地
域
は
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
離
村
（
農
業
労
働
力
不
足
）
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
富
農
経
営
の
展
開
が
顕
著
で
あ
っ
た
摂
津
・
河
内
と

質
的
な
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
先
進
地
域
と
呼
ば
れ
る
畿
内
村
落
の
地
主
の
な
か
で
も
、
離
村
や
小
作
人
不

足
に
規
定
さ
れ
た
地
主
の
一
事
例
と
し
て
、
要
家
の
地
主
経
営
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
も
っ
と
も
、
幕
末
期
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

【
付
記
】

史
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
曽
我
友
良
氏
（
貝
塚
郷
土
資
料
室
）
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
本
稿
は
、
日
本

学
術
振
興
会
平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
│
│

近
世
中
後
期
和
泉
に
お
け
る
地
主
経
営
と
村
落

五
三


